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２
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滋
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光
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０
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等
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送
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会
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決
勝
進
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全
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会
進
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組
部
門
（
ラ
ジ
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ド
キ
ュ
メ
ン
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） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

全
国
大
会
進
出 

 
 

科
学
部 

〈令
和
元
年
度
滋
賀
県
高
等
学
校
文
化
連
盟 

自
然
科
学
部
門
春
季
研
究
発
表
大
会
〉 

化
学
班 

口
頭
発
表
部
門 

優
秀
賞 

（総
合
県
３
位
） 

生
物
班 

口
頭
発
表
部
門
（生
物
研
究
部
門
県
１
位
） 

化
学
班
生
物
班
共
に

2019
年
度
高
等
学
校
総
合
文 

（京
都
大
会
）自
然
科
学
部
門
出
場
へ 

 


 

美
術
部 

滋
賀
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
美
術
・工
芸
部
門 

春
季
デ
ッ
サ
ン
大
会 

 
 

 
  

 

参
加 

 
 

吹
奏
楽
部 

第
５７
回
滋
賀
県
吹
奏
楽
祭 

 
 

出
場 

 
 

生
徒
会
執
行
部 

２
０
１
９
年
日
本
生
徒
会
大
賞 

 

奨
励
賞 

全
国
３
位 
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春
季
大
会 

中
学
運
動
部 

 


 

軟
式
野
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

一
回
戦 

 
 

 

河
瀬 

０×

７ 
稲
枝 

(

６
回
コ
ー
ル
ド) 

一
回
戦
敗
退 

 
 

陸
上
競
技
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

共
通
男
子
200
ｍ  

宮
城
莞
太 

 
 

25
秒
08 

 

２
年
女
子
100
ｍ  

村
上
紗
亜
羅 

 

14
秒
20 

夏
季
標
準
記
録
突
破 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子 

<

滋
賀
県
中
学
春
季
総
合
体
育
大
会>
 

河
瀬 

 

25×

109 

浅
井 

        

 


 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

男
子
団
体
戦 

 
 
 
 

 
 

一
回
戦 

 
 

河
瀬 

３×

１ 

皇
子
山 

 
 

二
回
戦 

 
 

河
瀬 

３×

２ 

虎
姫 

 
 

三
回
戦 

 
 

河
瀬 

０×

２ 

甲
西 

…
ベ
ス
ト
16 

 
 

 


 

男
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

団
体
戦 

北
部
地
区
予
選 

６
位
入
賞 

…
県
大
会
出
場 

  
団
体
戦 

県
大
会(

中
央
大
会)

 

 
 
 
 

 
 

 

河
瀬 

２×

３ 

堅
田 

 
 
 
 

 
 

 

河
瀬 

０×

３ 

聖
徳 

予
選
リ
ー
グ
敗
退 

         

 


 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

団
体
戦 

北
部
地
区
予
選 

 

予
選
リ
ー
グ
敗
退 

 
 

河
瀬 

３×

１ 

長
浜
北 

 
 
 
 

 
 

河
瀬 

０×

３ 

彦
根
南 

 
 

 

河
瀬 

２×

３ 

双
葉 

予
選
リ
ー
グ
敗
退 

 


 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子 

<

滋
賀
県
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会>

 

一
回
戦 

 
 
 
 

河
瀬 

０×

２ 

五
個
荘 

一
回
戦
敗
退 
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夏
季
大
会 

高
校
運
動
部 

 
 

硬
式
野
球
部 

<

選
手
権
大
会>

 

一
回
戦 

 
 
 

河
瀬 

 

１ 
×

 

４ 

伊
吹
高
校 

 
 

陸
上
競
技
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 
 

男
子
円
盤
投
げ 

 
 
 

北
川
亮
介 

…
第
３
位 

<

ユ
ー
ス
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会>

 

２
年
女
子
や
り
投
げ 

 

辰
見
優
衣 

…
第
５
位 

２
年
男
子
走
幅
跳
び 

 

福
山
青
志 

…
第
５
位 

１
年
男
子
２００
ｍ  

 
  

大
辻
颯
太 

…
準
決
勝
進
出 

 
 

剣
道
部 

女
子
団
体 

 
 

河
瀬 

０ 
×

 

４ 

守
山 

男
子
団
体 

 
 

河
瀬 

３ 
×

 

１ 

虎
姫 

河
瀬 

０ 
×

 

３ 

八
幡
工
業 

<

第
３１
回
彦
根
市
剣
道
選
手
権>

 

高
校
男
子
個
人 

 
 
 

丸
岡
稜 

…
優
勝 

一
般
高
校
女
子
個
人 

古
橋
明
日
香 

 
 

…
優
勝 

 


 

男
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 

学
校
対
抗  

河
瀬 

３ 
×

 

２ 

高
島 

 
 
 
 

 
 

 
 

河
瀬 

１ 
×

 

３ 

草
津
東 

シ
ン
グ
ル
ス 

 
 
 

大
前
太
一 
 
 
 

…
ベ
ス
ト
３２ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

有
元
幸
平 

 
 
 

…
ベ
ス
ト
３２ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

呉
林
方
円 

 
 
 

…
３
回
戦
進
出 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

上
野
佑
介 

 
 
 

…
３
回
戦
進
出 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 

学
校
対
抗  

河
瀬 

３ 
×

 

０ 

高
島 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

河
瀬 

１ 
×

 

３ 

甲
西 

シ
ン
グ
ル
ス 

 
 
 

北
川
真
愛  

…
ベ
ス
ト
32 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

守
田
美
沙
樹 

…
ベ
ス
ト
32 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

西
村
知
夏  

…
３
回
戦
進
出 

 


 

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 
 

団
体
戦 

一
回
戦 

河
瀬 
０ 

×
 

３ 

甲
西 

 

個
人
戦 

二
回
戦 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

森 
･ 

東 
 

組 

１ 
×

 
４ 

甲
西 

 
 
 
 
 
  

 
  

 

村
山･

永
峰
組 

０ 
×

 
４ 
八
日
市 

 
 
 
 
 
  

 
  

 

池
尻･

山
内
組 

２ 
×

 

４ 

膳
所 

 


 

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 
 

二
回
戦 

 

河
瀬 

９ 
×

 

１７ 

彦
根
東 

 
 

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 

一
回
戦 

 
 
 
 
 

河
瀬 

２５ 
×

 

４ 
 

米
原 

 
 

 
 
 
  

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 河

瀬 

１１ 
×

 

31 

彦
根
翔
西
館 

 
 
 
 

 
 
 

 

…
第
３
位 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

優
勝
選
手
賞 

加
藤
麻
由
佳
・
池
本
好
花 

 
 

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 

団
体 

 

一
回
戦 

河
瀬 

５ 
×

 

０ 

北
星 

 
 
 
  

二
回
戦 

河
瀬 

２ 
×

 

３ 

米
原 

 
 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
民
体
育
大
会>

 

団
体 

一
回
戦 

河
瀬 

０ 
×

 

５ 

彦
根
東 
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高
校
文
化
部 

 
 

放
送
部 

N

H

K
杯
全
国
大
会 

 

…
参
加 

全
国
総
合
文
化
祭 

 
 

 

…
参
加 

 
 

写
真
部 

滋
賀
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
写
真
部
会 

 

夏
季
合
同
撮
影
会 

 
 

 

…
参
加 

 
 

美
術
部 

第
４３
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

２０１９
さ
が
総
文 

 
 
 
 
 
 

…
参
加 

 
 

吹
奏
楽
部 

第
５５
回
滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

高
等
学
校
A
の
部 

地
区
大
会 

 
 

 
 

 

…
金
賞
・き
ら
め
き
賞 

県
大
会 

 
 
 

 
 

 

…
金
賞 

高
等
学
校
B
の
部 

 

地
区
大
会 

 
 
 
 

 

…
金
賞 

 

第
３１
回
滋
賀
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

高
等
学
校
以
上
の
部 

 
 

…
金
賞 

第
４７
回
関
西
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

…
出
場 

 


 

書
道
部 

<

読
売
新
聞
紙
上
書
道
展 

上
期>

 

 

３
年 

井
田
春 

 
 

 
 

…
二
席
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夏
季
大
会 

中
学
運
動
部 

 

● 

軟
式
野
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>

 
 
 
 
 
  
 
  
 
  

 
 
 
 

二
回
戦 

 

河
瀬 

０×

１ 
豊
日 

 

● 

陸
上
競
技
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>

 

男
子
共
通
200
ｍ 

宮
城
莞
太 

 

25
秒
41 

女
子
三
年
200
ｍ 

小
林 

唯 
 

14
秒
21 

女
子
共
通
200
ｍ 

谷
口
遥
香 

 

28
秒
80 

  

男
子
一
年
100
ｍ 

江
口
陽
翔 

 

13
秒
36 

 

女
子
一
年
100
ｍ 

茂
篭
叶
有 

 

15
秒
18 

 

女
子
二
年
200
ｍ 

村
上
紗
亜
羅 

14
秒
14 

    

● 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>
 

河
瀬 

12×

71 

彦
根
西 一

回
戦
敗
退 

 

● 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>

 

 

ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

男
子
団
体
戦 

予
選
リ
ー
グ 

 
 
 
 

 
 
 
 

河
瀬 

１×

３ 

彦
根
南 

 
 
 
 

 
 
 
 

河
瀬 

０×

３ 

彦
根 

 
 
 
 

 
 
 
 

河
瀬 

３×

１ 

湖
東 

 
 
 
 

 

リ
ー
グ
三
位 

県
大
会
出
場 

 

男
子
個
人
戦 

 
 
 

三
回
戦
敗
退
（
ベ
ス
ト
32
）
２
名 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

県
大
会 

男
子
団
体
戦 

 
 

 

一
回
戦 

 
 

河
瀬 
０×

４ 

守
山 

    

● 

男
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>

 

（
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
） 

団
体
戦 

リ
ー
グ
戦 

四
位 

個
人
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 
 
 

田
中
朝
陽 

菅
原
拓
実 …

ベ
ス
ト
16  

● 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>

 

（
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
） 

団
体
戦 

リ
ー
グ
戦 

二
位 

県
大
会
出
場 

個
人
戦 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

畑
井
澪 

三
位 

 

県
大
会
出
場 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

齋
藤
慶
都
七
位 

 

県
大
会
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

入
江
菜
友
緋 

 
 
 

…
ベ
ス
ト
16 
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（
県
大
会
） 

 
団
体
戦 

 

一
回
戦  

河
瀬 

 

３×

０ 

草
津 

 

二
回
戦  

河
瀬 

 

１×

３ 

堅
田 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

二
回
戦
敗
退 

  

個
人
戦 

 
 

 
 

畑
井
澪 

 
 
 

二
回
戦
敗
退 

齋
藤
慶
都   

一
回
戦
敗
退 

 

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子 

<

滋
賀
県
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会>

 

河
瀬 

０×

２ 

稲
枝 

河
瀬 

０×

２ 

彦
根 

 
 
 
 

 
 

 

河
瀬 

０×

２ 

彦
根
東 

一
次
リ
ー
グ
敗
退 
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秋
季
大
会 

高
校
運
動
部 

 

● 

硬
式
野
球 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

 

一
回
戦 

敗 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

河
瀬 

 

７×

９ 
 

滋
賀
短
大
附 

 

● 

陸
上
競
技
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

女
子 

 
 
 

 

や
り
投 

辰
見 

優
衣
…
第
８
位 

 

 

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

二
回
戦 

 
 

 

河
瀬 

４０×

７５ 

八
日
市 

 

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

一
回
戦 

 
 
 

 

河
瀬 

７１×

５３ 

甲
南 

二
回
戦 

 
 
 

 

河
瀬 

６７×

２６ 

石
山 

三
回
戦 

 
 
 

 

河
瀬 

６０×

８９ 

瀬
田
工
業 

 


 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

男
子
団
体 

 
 

河
瀬 

３×

０ 

長
浜
北 

 
 
 
  

 
 
 
  

 
  

 
  

 

河
瀬 

１×

２ 

八
幡
商
業 

女
子
団
体 

 
 

河
瀬 

３×

２ 

堅
田 

河
瀬 

１×

４ 

草
津
東 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

…
ベ
ス
ト
８ 

男
子
個
人  

阿
藤
遼 

 

四
回
戦
進
出 

池
田
龍
司  

三
回
戦
進
出 

永
地
陸 

 

二
回
戦
進
出 

女
子
個
人  

古
橋
明
日
香 

 
 

 

…
ベ
ス
ト
１６ 

原
田
芙
実  

二
回
戦
進
出 

重
田
萌
々
花 

二
回
戦
進
出 

 
 

男
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

シ
ン
グ
ル
ス 

 
 
 

大
前
太
一 

 
 

 
 
 

 

ベ
ス
ト
３２ 

ダ
ブ
ル
ス 

 
 

 
 
 
 

大
前 
・ 
上
野 

組 
 

ベ
ス
ト
３２ 

学
校
対
抗 

 
 

  

一
回
戦 

 
河
瀬 

２×

３ 

東
大
津 


 

女
子
卓
球
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

シ
ン
グ
ル
ス 

 
 
  

辻
川
心
菜 

 
 

 
 
 

 

…
ベ
ス
ト
１６ 

北
川
真
愛 

小
林
紋
華 

守
田
美
沙
樹 

西
村
知
夏 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

…
ベ
ス
ト
３２ 

ダ
ブ
ル
ス 

 
 

 

小
林
・辻
川 

組 
 
 

…
ベ
ス
ト
１６ 

学
校
対
抗 

 

(

一
回
戦 

シ
ー
ド) 

二
回
戦 

 
 
 
 

  

河
瀬 

３×

０ 

能
登
川 

三
回
戦 

 
 
 
 

  

河
瀬 

０×

３ 

近
江
兄
弟
社 

 
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

予
選
グ
ル
ー
プ
戦 

 
 
 
 

 
 

 

河
瀬
・
信
楽 

０×

２ 

湖
南
農
業 

 
 
 
 

 
 

 

河
瀬
・
信
楽 

０×

２ 

八
日
市 

 
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会> 

団
体
戦
一
回
戦 

河
瀬 

０×

３ 

草
津
東 

個
人
戦 

三
回
戦
敗
退 

村
山 

・ 

藏
林 

 

組 

池
尻 

・ 

金
辻 

 

組 
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二
回
戦
敗
退 

 
 
 

 
 

池
崎 

・ 

山
内 

 
 

組 

 
 
 
 

 

森 
 

・ 

東 
 
 
 

組 

 
 

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

（予
選
リ
ー
グ
）  

河
瀬 

１４×
１６ 

彦
根
東 

河
瀬 

１０×

１６ 
彦
根
工
業 

 
 

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

（予
選
リ
ー
グ
） 

 
 
 
 
 
  

河
瀬 

１５×

５ 

大
津
商
業 

 
 
 
 
 
  

河
瀬 

１６×

１０ 

近
江 

 
 
 
 
 
 
 

河
瀬 

１１×

１２ 

彦
根
翔
西
館 

（順
位
決
定
戦
） 

 
 
 
 
 
  

河
瀬 

１１×

１２ 

八
日
市 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

…
第
３
位 

優
秀
選
手
（ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
） 

 
 
 
 

 
 

 

小
椋
真
奈
美
、
池
本
好
花 

  


 

男
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

団
体
戦 

 
 
 
 
 
 

２
部 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

二
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

３×

２ 

長
浜
北 

三
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

１×

３ 

彦
根
東 

 
 

女
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

団
体
戦 

 
 
 
 
 
 

２
部 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

一
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

５×

０ 

石
部 

二
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

３×

２ 

守
山
北 

三
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

０×

３ 

草
津
東 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

…
県
ベ
ス
ト
１６ 

 


 

サ
ッ
カ
ー
部 

<

滋
賀
県
高
等
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

一
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬 

１×

３ 

彦
根
東 

   

 

高
校
文
化
部 

 


 

E

S

S
部 

<

第
３６
回
全
国
商
業
高
等
学
校 

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
滋
賀
県
大
会 暗

唱
部
門>

 

 
 
 
 
 
   

鈴
木
咲
帆 

…
最
優
勝
賞 

髙
橋
千
晶 

…
優
秀
賞 

 
 
 

 

<

第
１２
回
滋
賀
県
高
校
生 

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会>

 

 
 
 
 

５
戦
し
て
１
勝
４
敗 

明
事
巧
馬 

…
「ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
賞
」
第
６
位 

 <

第
２９
回
ミ
し
が
ン
カ
ッ
プ
滋
賀
県
高
校
生 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト>

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

凪
砂 

…
第
５
位 

 

<

第
９
回
岐
阜
女
子
大
学
主
催 

英
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト>

 

保
井
月
菜 

…
優
秀
賞 

中
江
紗
妃 

 

…
優
良
賞 

池
永
侑
生 

 

…
奨
励
賞 
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放
送
部 

<

第
４０
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 放

送
部
門>

 

 
 
 
 
 
  

 
岡
崎
佳
子 

…
第
６
位 

 
 
 
 
 
  

 

吉
薗
遥
香 

…
第
７
位 

 
 

科
学
部 

<

第
６３
回
滋
賀
県
学
生
科
学
賞
県
展
・ 高

等
学
校
の
部>

 

化
学
班 

 

「間
伐
は
森
林
土
壌
の
肥
沃
化
を
促
進
す
る
か
」 

…
優
秀
賞(

県
第
２
位)

中
央
出
品 

日
本
学
生
科
学
賞
出
品 

「間
伐
は
森
林
土
壌
の
肥
沃
化
を
促
進
す
る
か
」 

生
物
班 

「滋
賀
県
某
河
川
に
お
け
る 

希
少
淡
数
魚
ハ
リ
ヨ
の
生
息
状
況
評
価
」 

…
佳
作(

県
第
５
位) 

<

第
７３
回
滋
賀
県
児
童
生
徒 

科
学
研
究
発
表
大
会
・
高
等
学
校
の
部>

 

生
物
班 

 
 
 

 
 
 

…
滋
賀
県
教
育
長
賞 

県
第
１
位 

化
学
班 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

…
総
合
第
１
位 

２０２０
年
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

高
知
大
会
へ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

化
学
班
・生
物
班
共
に
出
場 

 
 

写
真
部 

<

第
４０
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 写

真
部
門>

 

赤
羽
崚
「ナ
マ
ズ
、
大
地
に
還
る
」  

 

…
入
選 

西
田
圭
佑
「輪
に
な
る
」  

 
 

 
 
 

 

…
佳
作 

澤
舞
由
樹
「涙
か
ら
生
ま
れ
る
生
命
」 

…
佳
作 

第
４０
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

奈
良
大
会
出
場
が
決
定 


 

文
芸
部 

<

第
４０
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

文
芸
部
門 

参
加>

 

 


 

美
術
部 

<

第
４０
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

美
術
・工
芸
部
門 

参
加>

 

 


 

吹
奏
楽
部 

<

第
４０
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

吹
奏
楽
部
部
門
出
場>

 

 

 


 

書
道
部 

<

第
４０
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

書
道
部
門 

参
加>

 

 
 
 

<

第
６１
回 

大
東
文
化
大
学
主
催
全
国
書
道
展>

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

岡
田
遥
菜 

 
 

 
 

…
推
薦
賞 

 
 
 
 

 

吉
田
優
奈 

 
 

 
 

…
推
薦
賞 

 
 
 
 

 

田
中
歩 

 
 
 

 
 

 

…
推
薦
賞 

 
<

読
売
新
聞
紙
上
書
道
展 

下
期>

 

一
席  

岡
田
琴
実 
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秋
季
大
会 

中
学
運
動
部 

 
 

剣
道
部 

<

滋
賀
県
中
学
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

男
子
団
体
戦 

一
回
戦   

河
瀬 

０×

５ 

彦
根 

 
 

 

二
回
戦   

河
瀬 

０×

２ 

光
泉 

三
回
戦   

河
瀬 

０×

２ 

彦
根
西 

男
子
個
人
戦 

久
米 

 
 

一
回
戦
敗
退 

田
中 

 
 

一
回
戦
敗
退 

脇
阪 

 
 

二
回
戦
敗
退 

弘
田 

 
 

二
回
戦
敗
退 

 


 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>

 

一
回
戦 
 

河
瀬 

40×

12 

甲
良 

二
回
戦   

河
瀬 

14×

100 

稲
枝 二

回
戦
敗
退 

 

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

<

滋
賀
県
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会>
 

河
瀬 

0×

2 

愛
知
・
甲
良 

河
瀬 

0×

2 

秦
荘
・
多
賀 

予
選
リ
ー
グ
敗
退 


 

軟
式
野
球
部 

<

近
畿
秋
季
少
年
軟
式
野
球
大
会>

 

一
回
戦 

河
瀬 

３×

８ 

豊
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
回
戦
敗
退 

● 

陸
上
競
技
部 

１
年 

男
子
100
ｍ 

森
祐
人 

 

12
秒
71 

２
年 

女
子
100
ｍ 

村
上
紗
亜
羅 

14
秒
06 

共
通 

女
子
200
ｍ 

谷
口
遥
香  

28
秒
88 

共
通 

女
子
走
高
跳 

巨
椋
佳
那  

1
ｍ
30 

 
● 
男
子
卓
球
部 

<

彦
根
市
総
合
体
育
大
会>

 

団
体 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
回
戦      
河
瀬 

３×

０ 

彦
根
中
央 

 

二
回
戦      

河
瀬 
３×

１ 

稲
枝 

 

決
勝  

 

河
瀬 

１×
３ 

彦
根
東 ･･･

準
優
勝 

   

個
人  

橘
孝
樹 

 
 

…
第
６
位 

菅
原
拓
実 

 
 

…
ベ
ス
ト
16 

中
村
空
輝 

 
 

…
ベ
ス
ト
16 

藤
本
悠
司 

 
 

…
ベ
ス
ト
16 

 
 

女
子
卓
球
部 

<

彦
根
市
総
合
体
育
大
会>

 

団
体 一

回
戦     

河
瀬 

１×

３ 

彦
根 

 
 

 
 

 

順
位
決
定
戦 

河
瀬 

０×

３ 

彦
根
中
央 

個
人 

 
  

寺
村
歩
美 

 

…
第
４
位 

畑
井
澪 

 
 

…
ベ
ス
ト
16 
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『青
春
の
輝
き
』 

校
長 

田
中 

浩
一 

 

河
瀬
中
学
校
・高
等
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
、
学

校
生
活
を
彩
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
で
す
。
自
ら
が
選

ん
だ
部
活
動
で
、
仲
間
と
集
い
、
練
習
に
汗
し
て
切
磋

琢
磨
し
、
節
目
節
目
の
大
会
で
少
し
で
も
良
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
る
日
々
。

そ
こ
に
は
、
青
春
の
一
コ
マ
一
コ
マ
が
放
つ
輝
き
が
、
ま
ぶ

し
い
ば
か
り
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動
に
取
り
組
ん

だ
記
憶
も
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
に
と
っ
て
、

部
活
動
に
励
む
皆
さ
ん
の
姿
は
ま
ぶ
し
く
、
う
ら
や
ま

し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
『
軌
跡
』
に
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
た
一
年
間
の
実

績
の
裏
側
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
猛
暑
の
体
育
館
で
、
寒
風
吹
き
つ
け
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
あ
る
い
は
夕
日
の
差
し
込
む
教
室
で
、
辛
く
、

悔
し
い
思
い
を
抱
く
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ら
も
含
め
た
か
け
が
え
の
な
い
日
々
の
輝
き
が
、

こ
の
『軌
跡
』に
は
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
あ
る

皆
さ
ん
の
姿
こ
そ
ま
さ
に
青
春
そ
の
も
の
で
あ
り
、
何
年

経
っ
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
よ
り
鮮
明
に

輝
き
を
増
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
も
、

輝
き
に
満
ち
た
軌
跡
を
描
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

『失
敗
と
仲
間
の
大
切
さ
』  

河
瀬
高
校
生
徒
会
長 

山
越 

一
輝 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
受
験
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
春
か
ら
す
べ

て
が
新
し
い
、
高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
新
し
い
生

活
に
は
い
つ
も
不
安
や
期
待
、
新
し
い
出
会
い
が
待
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
環
境
に
な
る
と
、
『失
敗
』と
い
う
も
の

は
常
に
付
き
ま
と
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
逃
げ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
『失
敗
』は
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
失
敗
な
し
に
は
、
成
功
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
た
く
さ
ん
失
敗
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
大
き

な
成
長
を
遂
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
こ
で
私
が
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
、
頼
れ
る
友
達

を
一
人
で
も
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
入
学
し
た
ば
か
り
だ

と
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
先
も
た
く
さ
ん
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
人
に
話
す
こ
と
が
一

番
大
切
で
す
。
溜
め
込
ん
で
ば
か
り
で
は
、
本
当
に
辛
い

と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
話
す
と
、
と
て
も
楽
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
も
い
い
の
で
、
一
生
一
緒
に
居
ら
れ

る
く
ら
い
の
友
達
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

私
も
入
学
当
初
は
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

高
校
生
活
を
送
る
に
つ
れ
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
部
活
に
勉
強
な
ど
、
と
て
も
充
実
し

た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
一
度
き

り
の
高
校
生
活
を
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

『積
極
性
』 

高
校
副
会
長 

須
山 

美
咲 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
よ
い
よ
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
た
な

環
境
と
な
り
、
不
安
や
期
待
な
ど
背
反
す
る
思
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
私
が
皆
さ
ん
に
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い

の
は
、
「積
極
性
」で
す
。
高
校
生
活
で
は
、
何
事
も
「自

分
か
ら
」と
い
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分

か
ら
取
り
組
ん
だ
物
事
が
成
功
す
れ
ば
、
自
信
に
な
り
、

た
と
え
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
の
反

省
点
な
ど
、
今
後
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
私
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
生
徒

会
執
行
部
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
年
生
の
時
に

は
、
毎
日
自
分
か
ら
先
輩
に
仕
事
を
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
今
で
は
、
副
会
長
や
文
化
祭
を

総
括
す
る
役
職
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
大
学
受

験
に
、
そ
し
て
社
会
に
で
て
か
ら
も
役
立
つ
と
考
え
て
い

挨
拶 
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ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、
一
日
一

日
を
大
切
に
、
時
に
は
振
り
返
り
な
が
ら
高
校
生
活
と

い
う
青
春
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

『目
標
を
持
つ
と
い
う
こ
と
』 

高
校
副
生
徒
会
長 

内
田 

翔
貴 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
期
待
や
不

安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
生
活
で
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
目
標
も
共
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
中
に
は
「
高
校
に
入
る
」と
い
う
こ
と
が
目
的
化

し
て
し
ま
っ
て
、
何
の
た
め
に
高
校
に
来
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
実
際
に
入
学
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
最
初
は
な
に
か
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
て
、

あ
ま
り
楽
し
く
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

担
任
の
先
生
に
言
わ
れ
て
気
づ
き
ま
し
た
。
目
標
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
、
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何

を
す
べ
き
な
の
か
が
見
え
て
き
て
、
何
か
し
な
い
と
い
け

な
い
け
ど
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
モ

ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
が
無
く
な
り
、
す
っ
き
り
し
た
気

持
ち
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と
を
。
だ
か
ら
、
皆

さ
ん
に
は
、
本
来
の
目
標
を
見
出
し
て
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
進
む
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
覚
え
て
お
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
心
残
り
無
く
楽
し
く

過
ご
せ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
目
標
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
向

か
っ
て
、
い
か
に
自
分
を
伸
ば
し
て
い
け
る
か
を
模
索
し

な
が
ら
行
動
を
し
、
い
つ
か
目
標
を
達
成
で
き
る
は
ず

で
す
。 

皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
ど
の
よ
う
に
ど

ん
な
「目
標
」を
持
つ
の
か
に
よ
っ
て
楽
し
さ
や
、
や
り
が

い
な
ど
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
「目
標
」を
忘
れ
ず
、

欠
か
さ
ず
持
っ
て
、
こ
の
河
瀬
高
校
で
の
学
校
生
活
を

快
く
、
心
残
り
無
く
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 『初
志
貫
徹
～
最
後
ま
で
や
り
通
す
こ
と
～
』 

中
学
生
徒
会
長 

田
中 

暖
人 

 
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
六
年
間
を
、
こ
の
河
瀬
中
学
・
高
校
で

過
ご
す
こ
と
を
選
択
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
中
に
は
、
な
ん
と
な
く
来
た
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
も
含
め
て
あ
な
た
が
選
択

し
た
進
路
で
す
。 

 

さ
て
、
今
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
期
待
や
不
安
は
、
こ

の
学
校
に
い
る
全
員
が
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
く
つ
か
。
ま
ず
、
「初
心
忘
れ
る
べ

か
ら
ず
」で
す
。
今
各
々
が
抱
い
て
い
る
熱
情
、
い
わ
ば

や
る
気
は
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
は
、
「慣
れ
」の
せ
い
で
仕
方
の
無
い
こ
と
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
抱
い
た
思
い
を
忘
れ
ず
胸

に
留
め
置
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
中
学
生
活
の
原
動

力
と
な
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
更
に
大
切
な
の
が
「初

心
貫
徹
」す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
「テ
ス
ト
で
九
十
点

以
上
と
り
た
い
」「部
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
」な
ど
、
何

か
自
分
の
中
に
あ
る
志
を
最
期
ま
で
や
り
通
す
こ
と
で
、

諦
め
な
い
心
が
身
に
つ
き
、
得
ら
れ
る
達
成
感
は
次
に
つ

な
が
る
は
ず
で
す
。 

 

河
瀬
中
学
校
の
校
訓
は
「志
成
」で
す
。
何
事
に
も
意

欲
と
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
河
瀬
中
学
校
で
し
か

で
き
な
い
体
験
を
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
生
徒

会
一
同
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
、
全
力
で
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
応
援

し
て
い
ま
す
。 

 

『新
入
生
への
エ
ー
ル
』 中

学
生
徒
会
副
会
長 

川
北 

己
央 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
今
、
河
瀬
中
学
に
入
学
し
た
と
い
う
自
信
や

希
望
、
そ
れ
と
同
時
に
中
学
校
と
い
う
新
た
な
環
境
に

適
応
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
結
論
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
そ
れ
は

あ
な
た
の
行
動
次
第
で
す
。 

 

な
の
で
、
僕
か
ら
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
事
は
二
つ
だ
け

で
す
。
陳
腐
で
チ
ー
プ
な
言
葉
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
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せ
ん
が
、
そ
れ
は
、
「努
力
を
継
続
す
る
こ
と
」と
「目
標

を
決
め
る
こ
と
」で
す
。
中
学
で
は
、
勉
強
し
な
く
て
も

点
が
と
れ
る
の
は
最
初
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
重
要
な
の

は
、
最
初
に
ど
れ
だ
け
基
礎
を
固
め
る
か
に
な
り
ま
す
。

努
力
は
報
わ
れ
る
、
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
目
に
見

え
る
成
果
が
無
く
と
も
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
必
ず
後

の
自
分
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
口
で
そ
う
言
う
の

は
簡
単
で
も
、
実
際
に
行
動
に
移
す
の
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
、
頑
張
れ
ば
手
が
届

く
少
し
先
に
目
標
を
決
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
目
標
を

達
成
す
れ
ば
も
う
少
し
先
に
、
ま
た
達
成
す
れ
ば
も
っ

と
先
に
、
と
目
標
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
で
、
努
力
を
継

続
し
や
す
く
な
り
、
結
果
が
積
み
上
が
っ
て
い
く
は
ず
で

す
。 学

校
生
活
が
、
良
い
も
の
に
な
る
か
は
あ
な
た
次
第

で
す
。
し
か
し
、
我
々
生
徒
会
も
先
生
方
も
、
皆
さ
ん

の
学
校
生
活
が
良
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
全
力
で
行
っ
て
い
き
ま

す
。
一
度
き
り
の
中
学
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

『行
動
す
る
大
切
さ
』 

中
学
生
徒
会
副
会
長 

飯
星 

潤
哉 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
小
学
生
か
ら
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
中
学
生
の
生
活

に
、
心
お
ど
ら
せ
る
人
や
、
不
安
な
人
い
ろ
ん
な
人
が
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
み
な
さ
ん
へ
、
「行
動
す
る
大

切
さ
」を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
行
動
を
起
こ
す
と
い

う
こ
と
は
、
必
ず
失
敗
と
成
功
の
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま

す
。
も
し
失
敗
し
た
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
て

し
ま
っ
た
ら
人
の
成
長
は
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

け
れ
ど
そ
れ
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
り
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
「
失
敗
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
ん
だ
」
と
考
え
た

り
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
、
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
頑
張
っ
て
み
る
こ
と
で
、
そ
の

頑
張
り
を
認
め
て
く
れ
る
人
は
必
ず
い
ま
す
。
自
分
を

信
じ
て
、
友
達
や
部
活
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
て
お
互

い
を
高
め
合
い
、
３
年
間
の
中
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
生
徒
会
一
同
、
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
と
学

校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 
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 <

活
動
内
容>

 

*

活
動
時
間 

 

主
に
毎
日(
毎
週
火
曜
日
オ
フ) 

＊
活
動
場
所 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

 <

主
な
活
動>

 

 

私
た
ち
硬
式
野
球
部
は
、
最
後
の
大
会
で
あ
る
夏
季

総
体
に
む
け
て
個
人
・
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
課

題
を
み
つ
け
て
日
々
の
練
習
に
励
み
、
大
会
で
勝
て
る
チ

ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
な
練
習
は
、
一
年
を
通
し
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・技
術
面
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か

ら
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
リ
ズ
ム

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
「リ
ズ
ム
感
」を
高
め
る
こ
と
で
運

動
能
力
を
向
上
さ
せ
る
全
く
新
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。 

     

 <

部
員
数>

 

 
 

二
年
生 

８
人 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

２
人 

 
 

一
年
生 

８
人 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

２
人 

 <

新
入
生
へ> 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
，
硬
式
野
球
部
は
、
ひ
と
つ
の
プ
レ
ー
に
全

員
が
参
加
し
、
全
員
野
球
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

そ
ん
な
私
た
ち
と
高
校
野
球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
、

と
て
も
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
部
活
で
す
。 

 

高
校
野
球
は
人
生
で
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま

す
。 

 

野
球
を
通
じ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
高
校
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。 

 <

活
動
成
績>

 

夏
季
総
体 

 

一
回
戦 

河
瀬 

１ 

対 

４ 

伊
吹 

秋
季
総
体 

 

一
回
戦 

河
瀬 

７ 

対 

９ 

滋
賀
短 

 <

卒
業
生
へ> 

 

今
ま
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
と

野
球
が
で
き
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
輩
方
と

過
ご
し
た
部
活
動
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
で
す
。 

 

短
い
間
で
し
た
が
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 <

最
後
に> 

 

高
校
野
球
は
、
人
生
の
中
で
一
回
の
み
の
貴
重
な
経

験
で
す
。
ま
た
、
人
と
し
て
と
て
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

 

大
変
な
部
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
は
決

し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
私

た
ち
と
一
緒
に
野
球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
待
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

硬
式
野
球
部 
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・活
動
内
容 

 

[

日
時]

・・・平
日
放
課
後[

月
曜off] 

 
 
 
 
 
 

土
日
練
習or
試
合 

[

部
員
数]

…
１６
名 

 [

場
所]

・・・グ
ラ
ウ
ン
ド 

 [

主
な
活
動]

・・・僕
た
ち
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
公
式
戦
で
ひ

と
つ
で
も
多
く
勝
つ
た
め
に
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
週
む
か
え
る
練
習
試
合
で
は
、
練
習
中
か
ら
意
識

し
て
い
る
個
人
の
打
開
か
ら
の
得
点
を
取
る
と
い
う
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

 

・新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

今
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
去
年
先
輩
が
お
ら
ず
苦
し
い
１
年

間
を
過
ご
し
た
１
年
生
が
２
年
生
と
な
り
新
し
く
１
年

生
も
入
部
し
チ
ー
ム
と
し
て
去
年
よ
り
も
大
き
く
成
長

し
勝
て
る
チ
ー
ム
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
日
々
サ
ッ
カ
ー
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。 

 

サ
ッ
カ
ー
は
難
し
い
で
す
が
、
難
し
い
な
か
に
、
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
が
あ
る

人
や
、
本
気
で
サ
ッ
カ
ー
が
や
り
た
い
人
、
ど
ん
な
人
で

も
大
歓
迎
で
す
。
僕
た
ち
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

 

・先
輩
方
へ 

先
輩
方
に
は
、
短
い
間
で
し
た
が
、
と
て
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
先
輩
方
の
お
か
げ
で
、
今
の
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
練
習
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。 

  

・活
動
実
績 

令
和
元
年
度
選
手
権
大
会
滋
賀
県
予
選 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
回
戦 

ｖ
ｓ
彦
根
東 

１
対
３ 

 

平
成
３
１
年
度
春
季
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
回
戦 

ｖ
ｓ
水
口 

 

０
対
５ 

 

リ
ー
グ
戦 

ｖ
ｓ
守
山 

 
 
 
 

１
対
３
● 

ｖ
ｓ
八
幡
工
業 

 

３
対
２
○ 

ｖ
ｓ
八
幡
商
業 

 

４
対
１
○ 

ｖ
ｓ
草
津 

 
 
 
 

２
対
０
○ 

ｖ
ｓ
光
泉 

 
 
 
 

３
対
４
● 

 

  

宇
治
遠
征 

ｖ
ｓ
富
山
北
部 

 
 

４
対
０
○ 

ｖ
ｓ
新
翔 

 
 
 
 
 

０
対
１
● 

ｖ
ｓ
堀
川 

 
 
 
 
 

１
対
０
○ 

ｖ
ｓ
洛
水 

 
 
 
 
 

３
対
２
○ 

準
決
勝 

ｖ
ｓ
鳥
羽 

 
 
 
 
 

０
対
３
● 

３
位
決
定
戦 

ｖ
ｓ
堀
川 

 
 
 
 
 

４
対
０
○ 

  

和
歌
山
遠
征 

ヤ
タ
ガ
ラ
ス
杯 

Ｄ
グ
ル
ー
プ
１
位 

準
決
勝
ｖ
ｓ
近
代
新
宮 

１
対
６
● 

結
果
４
位 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

サ
ッ
カ
ー
部 
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＊ 

活
動
内
容 
＊ 

○
活
動
日
時 
平
日
・土
曜
日
（日
曜
日
） 

○
活
動
場
所 

プ
ー
ル
横
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

○
部
員
数 

 
 

１６
名 

 

＊ 

活
動
紹
介 

＊ 

私
た
ち
は
、
大
会
で
一
つ
で
も
多
く
勝
ち
上
が

る
た
め
、
仲
間
と
と
も
に
声
を
出
し
合
い
、
ア
ド
バ

イ
ス
し
あ
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
良
き
ラ
イ
バ
ル

と
し
て
日
々
基
礎
練
習
を
中
心
に
し
つ
つ
、
応
用
練

習
も
含
め
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

先
輩
方
の
引
退
後
、
「
勇
ま
し
く
力
強
く
決
断

力
を
持
ち
思
い
切
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」と
い
う
意

味
を
も
つ
『勇
猛
果
敢
』と
「い
つ
で
も
自
分
を
信
じ

て
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
『
～A

lw
ays believe in 

your self

～
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
練
習
し
て
い
ま

す
。 現

在
、
一
、
二
年
生
の
十
六
名
と
い
う
少
人
数

で
す
が
、
毎
日
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

  

 

＊ 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

＊ 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
達
成
感
や
自
分
の
成
長
を
多
く
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
河
瀬
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
は
一
六
人
中
十
二
人
が
高
校
か
ら
始
め
た
初
心

者
で
す
が
、
一
生
懸
命
練
習
を
積
み
重
ね
、
今
で

は
試
合
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
経
験
者

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の
方
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
大
歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
充
実
し
た
楽

し
い
テ
ニ
ス
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
み
な
さ
ん
が
来
て
下
さ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

＊ 
先
輩
方
へ 

＊ 

 
今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
と
一

緒
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
た
時
間
は
私
た
ち
に
と
っ

て
の
大
切
な
時
間
で
あ
り
、
宝
物
で
す
。
辛
い
練
習

や
分
か
り
に
く
い
時
に
は
、
い
つ
で
も
優
し
く
声
を

か
け
て
下
さ
り
、
励
ま
し
て
下
さ
り
、
支
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

 

先
輩
方
を
追
い
か
け
て
練
習
し
て
い
た
頃
と
は
変

わ
り
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
大
切
さ
と
大
変
さ
と

共
に
、
先
輩
方
の
存
在
の
大
き
さ
を
身
に
染
み
て

感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
先
輩
方
を
目
指
し
た
よ

う
に
、
後
輩
か
ら
も
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

チ
ー
ム
一
同
、
先
輩
方
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
来
て

下
さ
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も 

遊
び
に
来
て
下
さ
い
！
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活

躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

＊ 

活
動
実
績 

＊ 

○

春
季
大
会 

 
 

団
体 

河
瀬 

０
対
３ 

水
口 

 
 

個
人 

前
田
・森
組 

４
回
戦
進
出 

 ○

夏
季
大
会 

 
 

団
体 

河
瀬 

０
対
３ 

甲
西 

 ○

秋
季
大
会 

団
体 

河
瀬 

０
対
３ 

草
津
東 

   
 

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 
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○
活
動
内
容 

・活
動
日
時 

平
日
・休
日 

・活
動
場
所 

体
育
館
（水
曜
日
は
外
） 

・部
員
数 

２
年
２
人
（マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
） 

１
年
２
人 

中
学
３
年
２
人 

 

私
た
ち
は
￢
一
勝
す
る
」を
目
標
に
、
日
々
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
基
本
を

大
切
に
し
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
武
器
で
あ
る
サ
ー
ブ
、

個
人
の
課
題
を
意
識
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
に
練
習
し

て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な
い
の
で
先
生
や
先
輩
方
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。 

  

 

○
新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

私
た
ち
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
５
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
で
は
人
数
が
少
な
い
分
一
人

ひ
と
り
と
関
わ
る
時
間
が
長
く
、
そ
の
時
そ
の
と
き
に

合
っ
た
練
習
を
先
生
方
や
先
輩
方
の
協
力
の
も
と
行
っ

て
い
ま
す
。
今
は
人
数
が
足
り
な
い
の
で
合
同
チ
ー
ム
で

他
の
チ
ー
ム
と
協
力
し
な
が
ら
大
会
に
で
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
は
河
瀬
高
校
と
し
て
試
合
に
出
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大

歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ

ん
か
？
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
、
友
達
を
誘
っ
て

ぜ
ひ
体
育
館
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と
一
緒

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。 

       

○
卒
業
生
の
先
輩
方
へ 

先
輩
方
と
過
ご
し
た
日
々
は
と
て
も
充
実
し
た
日
々

で
し
た
。
先
輩
方
が
プ
レ
ー
や
精
神
面
、
挨
拶
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
優
し
く
根
気
強
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
私
た
ち
は
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
方
の
部
活
に
取
り
組
む
姿
は
、
私
た
ち
の
憧
れ
で

す
。
ま
た
い
つ
で
も
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

・活
動
成
績 

・春
季
総
体 

・予
選
リ
ー
グ 

本
校
０
対
２
彦
根
翔
西
館 

本
校
２
対
０
能
登
川 

・決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

本
校
０
対
２
彦
根
東 

 

・秋
季
総
体 本

校
０
対
２
湖
南
農
業 

本
校
０
対
２
八
日
市 

    
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 
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活
動
内
容 

月
曜
日
・
火
曜
日
（
奇
数
日
）
・
木
曜
日
・
土
日
ど
ち
ら

か
→
中
練
習 

 

火
曜
日
（偶
数
日
）・金
曜
日
→
外
練
習 

  

活
動
時
間 

平
日 

放
課
後
～
十
九
時 

休
日 

九
時
～
十
三
時
ま
た
は
、
十
三
時
～
十
七
時 

 

部
員 

三
年
生 

十
六
人 

二
年
生 

二
十
人 

一
年
生 

十
四 

 

活
動
内
容 

私
た
ち
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
県
ベ
ス
ト
４
を
目

標
に
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ

る
大
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
各
自
の
目
標
を
立
て
て
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

未
経
験
者
が
多
い
部
活
で
す
が
協
力
し
な
が
ら
切
磋
琢

磨
し
て
い
ま
す
。 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
は
、
楽
し
く
、
一
生
懸
命
、

上
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
！
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

は
と
て
も
奥
が
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
入
部
し
た
い
希
望

が
あ
る
皆
さ
ん
は
と
も
に
自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
一
度
体
育
館
に
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

先
輩
方
へ 

先
輩
方
が
毎
日
練
習
を
考
え
、
こ
の
大
人
数
を
纏
め

上
げ
指
導
し
て
い
た
だ
け
た
お
か
げ
で
私
た
ち
は
毎
日
、

積
極
的
に
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先

輩
方
が
試
合
で
プ
レ
ー
す
る
様
子
は
い
つ
も
全
力
で
、

私
た
ち
は
そ
の
様
な
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
と
日
々

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
た

後
、
自
分
た
ち
が
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
た
し
、
大

変
な
思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
感
じ
、
先
輩
方
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
成
長
し
た
姿
を
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

先
輩
方
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

活
動
実
績 

春
季
総
体 

 
 
 
 
 

１
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬
３-

２
滋
賀
短
期
大
学 

 
 
 
 
 

２
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬
０-

５
石
山
高
校 

県
民
大
会 

 

 
 
 
 
 

１
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬
５-

０
北
星
高
校 

 
 
 
 
 

２
回
戦 

 
 
 
 
 
 

河
瀬
２-

３
米
原
高
校 

  
 

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 
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部
員
数 

○
プ
レ
イ
ヤ
ー 

高
校
二
年
生 

 

九
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
年
生 

 

六
名 

 
 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

一
名 

 

活
動
内
容 

○
活
動
日 

・・・ 

月
・水 

外
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
・金 

中
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
・日 

（半
日
） 

中
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木 
 
 

休
み 

 

○
活
動
場
所 

・・・ 

外
練
習 

 

昇
降
口
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
練
習 

 

体
育
館 

 

○
主
な
活
動
内
容 

 
 

私
た
ち
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
公
式
戦
大
会
ベ

ス
ト
８
以
上
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
基
礎
・
基
本
を
中
心
と
し
た
練
習
の
他
に
、
試
合

形
式
の
実
践
的
な
練
習
も
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
夏
季
に
行
わ
れ
る
校
内
合
宿
で
は
、
部
員
同

士
の
絆
や
個
々
の
技
術
面
を
深
め
ら
れ
ま
す
。 

   

活
動
成
績 

○
滋
賀
県
民
体
育
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
回
戦 

河
瀬
０-

５
彦
根
東 

 

○
秋
季
総
体 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
回
戦 

河
瀬
３-

２
守
山
北 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
回
戦 

河
瀬
０-

３
草
津
東 

 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

 
 

新
高
校
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

私
達
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
団
体
ベ
ス
ト
８
以
上

を
目
指
し
て
、
同
じ
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル

で
も
あ
る
個
性
豊
か
な
部
員
た
ち
と
、
日
々
切
磋
琢
磨

し
あ
い
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
験
者

は
も
ち
ろ
ん
初
心
者
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
共
に
大
歓
迎
で

す
。 

 
 

私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
是
非
気
軽

に
私
た
ち
の
活
動
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

   

先
輩
方
へ 

 

今
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
引

退
さ
れ
て
か
ら
、
部
活
の
ま
と
め
方
や
メ
ニ
ュ
ー
を
自

分
た
ち
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
の
大
変
さ
を
と
て

も
実
感
し
ま
し
た
。
先
輩
方
が
目
標
と
さ
れ
て
い
た
団

体
ベ
ス
ト
８
以
上
を
、
私
た
ち
も
同
じ
目
標
と
し
て

日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
目
標
を
達

成
し
て
先
輩
方
に
い
い
結
果
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
部

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
是
非
、
部
活
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 
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・活
動
内
容 

<

日
時>

平
日
・・・放
課
後
練
習 

 
 
 
 
 

休
日
・・・半
日
練
習
・練
習
試
合 

<

場
所>

・・・グ
ラ
ウ
ン
ド
・体
育
館 

<

活
動
人
数>

二
年
生
・・・三
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
年
生
・・・十
二
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
三
生
・・・三
人 

 

私
た
ち
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
春
季
総
体
で
三
位

以
上
に
入
り
、
近
畿
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に

日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
畿
大
会
に
出
場

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
チ
ー
ム
全
員
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
ま
す
。 

 

練
習
や
試
合
を
通
じ
て
、

今
自
分
た
ち
に
欠
け
て
い

る
と
こ
ろ
や
個
々
の
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
、
練
習
内
容
を
決
め
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

日
々
の
練
習
の
質
を
高
め
、

大
会
で
結
果
を
残
す
為
に
、

チ
ー
ム
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

・新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

皆
さ
ん
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
「
魅
力
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。 

 
 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
「飛
ぶ
・投
げ
る
・走
る
」こ
の
３
つ

の
要
素
が
メ
イ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
中
で
も
「飛
ぶ
」は

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
大
き
な
魅
力
で
す
。 

 
 

飛
ん
で
、
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
。
そ
の
か
っ
こ
良
さ
に
見
て

い
る
人
は
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
す
！ 

 
 

そ
し
て
、
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
自
分
自
身
が
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

 
 

僕
た
ち
と
一
緒
に
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
味

わ
い
ま
し
ょ
う
。 

 

・先
輩
方
へ 

 
 

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

先
輩
方
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
一
緒
に
で
き
て
、
本
当

に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
輩
方
と
過
ご
し
た
部
活
動
は
、

忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

長
い
よ
う
で
短
い
時
間
で
し
た
が
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
引
退
さ
れ
て
も
ま
た
の
ご
指
導
お
願
い

し
ま
す
。  

 

・活
動
成
績 

 

・令
和
元
年
度
春
季
総
体 

 
 
 
 

予
選
リ
ー
グ 

 

河
瀬
１６
―
１０
彦
根
東 

 
 

河
瀬
２２
―
１２
八
日
市 

 
 
 
 

準
々
決
勝 

 
 

河
瀬
２４
―
１６
米
原 

 
 
 
 

準
決
勝 

 
  

 

河
瀬
１４
―
３４
彦
根
翔
西
館 

 
 
 
 

三
位
決
定
戦 

河
瀬
１４
―
３１
彦
根
総
合 

 
 
 
 

☆
ベ
ス
ト
４ 

 

優
秀
選
手
・・・中
島
大
世 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

斉
藤
修
咲 

 

・令
和
元
年
度
夏
季
大
会 

 
 
 
 

一
回
戦 

 
 

 

河
瀬
９
ー
１７
彦
根
東 

 
 

 

・令
和
元
年
度
秋
季
総
体 

 
 
 
 

予
選
リ
ー
グ 

 

河
瀬
１４
―
１６
彦
根
東 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

河
瀬
１０
―
１６
彦
根
工
業 

   
 

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 
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 ＊

部
活
説
明 

 
 
 

☆
活
動
日
時 

放
課
後
・土
日 

  
 
 

☆
活
動
場
所 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・体
育
館 

 
 
 

☆
部
員
数 

 

顧
問 

２
人 

 
 

高
２ 

５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
１ 

７
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
３ 

１
人 

 
 
 
 

 

＊
活
動
実
績 

 
 
 

・春
季
大
会 

ベ
ス
ト
４ 

 
 
 

・夏
季
大
会 

ベ
ス
ト
４ 

 
 
 

・秋
季
大
会 

ベ
ス
ト
４ 

       

＊
主
な
活
動
内
容 

 

私
た
ち
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
近
畿
大
会
出
場
を
目
標

に
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
日
を
中
心
に
他
校
と
の
練
習
試
合
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
体
育
館
を
使
え
る
日
が
少
な
く

外
で
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
冬
は
体
づ
く
り
に
も

力
を
入
れ
て
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
チ

ー
ム
プ
レ
イ
な
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

礼
儀
な
ど
の
人
間
性
を
高
め
、
チ
ー
ム
み
ん
な
で
成
長

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

  

＊
新
入
生
の
皆
さ
ん 

 
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

私
た
ち
は
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で
す
が
元
気

に
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
で
知
ら
な
い
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
と
て
も
楽
し
い
競
技
で
す
。
経
験
が
あ
る

人
も
な
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
し
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
入
部
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   

           

＊
先
輩
方
へ 

 

先
輩
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
少
な
い

人
数
で
も
私
た
ち
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
く
だ
さ
り
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方
は
と
て
も
優
し
く
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
何
で
も
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
精
神
面
で
も
支
え
て
く
だ
さ
り
、
プ
レ

ー
だ
け
で
な
く
人
間
性
を
磨
く
こ
と
の
大
切
さ
も
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
私
た
ち
は
い
ろ
ん
な
面
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
方
と
プ
レ
ー
し
た
こ
と
を
忘
れ

ず
、
河
瀬
ら
し
い
元
気
で
明
る
い
チ
ー
ム
を
引
き
継
い

で
い
き
、
技
術
面
で
も
上
達
し
て
よ
り
よ
い
チ
ー
ム
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
益
々

の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 
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《活
動
内
容
》 

活
動
日
時 

平
日
は
放
課
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

（水
曜
は
基
本
的
に
休
み
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

休
日
は
半
日
練
習 

（試
合
も
あ
り
） 

活
動
場
所 

体
育
館 

 
 
 
 
 
 
 

（火
曜
、
金
曜
は
外
練
習
し
て
中
練
習
） 

 
 

《部
員
数
》 

高
校
二
年
生 

 
 

7
人 

 
 
 

一
年
生 

 
 

4
人 

 
 
 

計
11
人 

《部
活
紹
介
》 

僕
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
秋
の
敗
北
を
バ

ネ
に
次
の
公
式
戦
で
は
『県
ベ
ス
ト
４
』を
勝
ち
取
れ
る

よ
う
に
、
毎
日
厳
し
い
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
各

自
が
課
題
を
も
ち
、
そ
の
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
に

切
磋
琢
磨
、
努
力
し
て
い
ま
す
。 

 

          

      
《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
僕
た
ち
バ
ス
ケ
部
は
先
輩
後
輩
の
壁
が
な
く
、
と

て
も
仲
良
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
各
自
が
上
を
目
指

し
て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
と

き
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
歓
喜
の
声
は
、
と
て
も
感
動
し

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
と
観
客
が
一
体
と
な
る
瞬
間 

を
、

あ
な
た
も
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
！

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
大
募
集
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、
僕
た

ち
と
と
も
に
花
咲
く
高
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！ 

  
 

《先
輩
方
へ》 

 

先
輩
方
に
は
、
二
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
ま

だ
何
も
知
ら
な
い
僕
た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
日
一
日
は
と
て
も
意

味
が
あ
り
充
実
し
て
い
た
な
と
今
で
も
感
じ
て
い
ま

す
。
試
合
の
と
き
は
、
し
っ
か
り
自
分
の
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
と
て
も

頼
も
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
度
は
自
分

が
チ
ー
ム
を
支
え
る
立
場
に
な
り
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張

っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
目
標

が
達
成
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
応

援
お
願
い
し
ま
す
！
ま
た
い
つ
で
も
体
育
館
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
！ 

   
 

《活
動
成
績
》 

春
季
総
体 

 

一
回
戦 

河
瀬
３３

｜

85
大
津
商
業 

秋
季
総
体 

 

一
回
戦 

河
瀬
71

｜

53
甲
南 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
回
戦 

河
瀬
67

｜

26
石
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
回
戦 

河
瀬
60

｜

89
瀬
田
工
業 

 
 

 

 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 
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活
動
内
容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
活
動
場
所 

 

月
曜
日
・・・休
み 

火
曜
日
・・・奇
数
日
・外 

そ
の
他
・・・体
育
館 

 

＊
部
員
数 

 
 

２
年
生
・・・５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
年
生
・・・４
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
３
年
生
・・・１
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
主
な
活
動
内
容 

 

私
た
ち
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
ベ
ス
ト
８
を

入
る
こ
と
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
部

員
数
は
少
な
い
で
す
が
ど
ん
な
練
習
も
み
ん
な
で
励
ま

し
合
い
、
指
摘
し
あ
い
な
が
ら
全
員
が
強
く
な
り
、
目

標
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
助
け
合
い
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。 

     

新
入
生
の
皆
さ
ん 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
よ
り
良
い
内

容
で
勝
つ
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
し
て
い
ま

す
。
少
な
い
人
数
で
す
が
、
チ
ー
ム
の
課
題
に
向
き
合
っ

て
解
決
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。 

 

練
習
は
厳
し
く
、
意
見
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
ら
れ
た 

時
の
達
成

感
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 

 

経
験
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

興
味
の
あ
る
方
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
希
望
の
方
、
誰
で
も
大

歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。  

 

  

先
輩
方 

 

先
輩
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

に
と
っ
て
先
輩
方
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
で
き
た
こ
と

は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
半
年
に
な
り
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
に
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

活
動
実
績 

 
 
 

 

春
季
総
体
・・・ベ
ス
ト
16 

 
 
 
 
 
 

秋
季
総
体
・・・ベ
ス
ト
32 

  

 

  
 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 
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活
動
場
所
・・・グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 
 
 
 
 
 

雨
天
→
校
舎
内 

 

日
時
・・・放
課
後
、
土
曜
日
の
午
前
中 

  

部
員
数 

 

１
年
生 

26
人 

 

２
年
生 

9
人 

 

３
年
生 

１５
人 

 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

２
人 

 

顧
問 

４
人 

 

活
動
内
容 

 

私
た
ち
陸
上
競
技
部
は
、
大
会
で
よ
り
よ
い
成
績
を

残
す
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
分
か
れ
て
、
日
々
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
長
期
休
業
の
期
間
中
は
、

競
技
場
で
の
他
校
と
の
合
同
練
習
な
ど
も
あ
り
、
自
分

の
技
術
、
そ
し
て
体
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ

ー
ド
な
練
習
も
あ
り
ま
す
が
部
員
全
員
で
一
丸
と
な
っ

て
一
生
懸
命
、
そ
し
て
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

新
入
生
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

陸
上
競
技
は
体
の
基
礎
的
な
動
作
を
極
め
る
た
め
、

ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
を

あ
ま
り
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
方
で
も
取
り
組
め
る

競
技
で
す
。
し
か
し
、
一
見
単
純
な
競
技
で
は
あ
り
ま

す
が
、
普
段
の
練
習
な
し
に
は
、
上
達
し
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
と
と
も
に
練
習

を
積
み
重
ね
、
目
標
を
達
成
す
る
喜
び
を
味
わ
い
ま
し

ょ
う
。
私
た
ち
陸
上
競
技
部
は
、
初
心
者
、
経
験
者
問

わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
興
味
を
持
っ
た
方
は
ぜ
ひ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ま
で
き
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
先
輩
方
へ 

 

先
輩
方
に
は
二
年
間
に
渡
り
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
普
段
か
ら
親
し
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
時
に
厳

し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
春
に
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
た
後
、
先
輩
方
が
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
の
大
変
さ
、
気
遣
い
に
改
め
て

気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
力
不
足
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、
先
輩
た
ち
の
熱
意
を
受
け
継
ぎ
、
こ
の
河
瀬
高
校

陸
上
競
技
部
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

活
動
実
績 

春
季
総
合
体
育
大
会 

男
子
円
盤
投
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
川
亮
介 

 

34
ｍ
61 

 
 
 
 
  

秋
季
総
合
体
育
大
会 

 
 
 
 
 

女
子
槍
投
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 

辰
見
優
衣 

 

28
ｍ
82 

  
 

陸
上
競
技
部 
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★
活
動
内
容 

 
 

○
活
動
日
時
・・・・・月
、
火
、
水
、
金
、
土
、
日 

（約
三
時
間
程
度
） 

 
 

○
活
動
場
所
・・・・・格
技
場 

 
 

○
部
員
数
・・・・・・・三
年 

 
二
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 

 

八
人 

一
年 

十
二
人 

 

★
練
習
内
容 

 
 
 

平
日
は
、
基
本
十
八
時
ま
で
で
す
が
、
そ
の
後
一

時
間
は
居
残
り
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近

で
は
朝
練
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
休

日
は
、
三
時
間
の
練
習
、
も
し
く
は
練
習
試
合
や
大

会
等
に
出
場
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
人
数
が
多
い
う

え
、
台
数
も
限
ら
れ
て
お
り
、
二
台
し
か
使
え
な
い

と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
中
練
と
外
練
と

で
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
、
時
間
で
交
代
す
る
な
ど
、
状

況
に
応
じ
て
臨
機
応
用
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
目
標

は
近
畿
大
会
出
場
で
す
が
、
ま
ず
は
県
大
会
で
ベ
ス

ト
８
に
入
る
こ
と
を
目
指
し
て
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

 

★
新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

 
 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
卓
球
部

は
近
畿
大
会
出
場
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
卓
球
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
是
非
見

学
や
体
験
だ
け
で
も
き
て
み
ま
せ
ん
か
。
卓
球
は
ほ

か
の
競
技
よ
り
も
動
く
範
囲
は
狭
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
と
て
も
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
狭
い
分
ど
こ
を
狙
え
ば
い
い
の
か
、
ど
の
回
転
を

ど
の
場
所
に
出
す
か
な
ど
、
考
え
て
い
く
と
見
た
名

以
上
に
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
す
。
経
験
者
、
初
心

者
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
私
た
ち
と
こ
の
奥
深

い
卓
球
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
★
先
輩
方
へ 

 
 

今
ま
で
私
た
ち
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
人
数
が
多
く
な
り
、
二
人
で
ま

と
め
る
の
は
、
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先

輩
方
に
は
、
卓
球
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
の
努
力
と
試
合

で
勝
と
う
と
す
る
意
志
の
強
さ
は
、
私
た
ち
に
い
つ

も
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
も
の
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
目
標

の
近
畿
大
会
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

★
活
動
成
績 

 
 

滋
賀
県
春
季
総
合
体
育
大
会 

卓
球
競
技
の
部 

 
 
 
 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

 
 
 

 

ベ
ス
ト
３２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ベ
ス
ト
１６ 

→
近
畿
大
会
出
場 

 
 

近
畿
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会 

 
 
 
 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

一
回
戦
敗
退 

 
 

滋
賀
県
民
体
育
大
会
高
校
の
部 

卓
球
競
技 

 
 
 
 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

 
 

ベ
ス
ト
３２ 

 
 

秋
季
総
合
体
育
大
会 

卓
球
競
技
の
部 

 
 
 
 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

 
 
 
 
 
 

ベ
ス
ト
３２ 

 
 
 
 
 
 
 

シ
ン
グ
ル
ス  

 

ベ
ス
ト
３２ 

 
 

大
阪
国
際
招
待
卓
球
選
手
権
大
会
滋
賀
県
予
選 

 
 
 
 

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

 

ベ
ス
ト
３２ 

  
 

男
子
卓
球
部 
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○
部
活
動
に
つ
い
て 

  

・活
動
日
時
…
月
、
火
、
水
、
金
の
放
課
後
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
日
、
祝
日
の
半
日
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
は
大
会
や
練
習
試
合 

・活
動
場
所
…
武
道
場 

・部
員
数
…
高
校
２
年
生 

 
 

高
校
１
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 

１１
名 

  

私
た
ち
女
子
卓
球
部
は
団
体
ベ
ス
ト
８
を
全
体
の
目

標
と
し
、
各
自
目
標
達
成
に
向
け
て
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
、
一
試
合
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
、
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
と
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
り
、
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
み
ん
な
で
相
談
し
て
決
め
た
り
し
て
、
チ
ー
ム

内
で
互
い
に
高
め
合
い
、
「
み
ん
な
で
」
強
く
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

  

 

○
新
入
生
の
皆
さ
ん 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
女
子
卓
球
部
は
、
総
勢
十
一
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
中
学
か
ら
の
経
験
者
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、

み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

初
心
者
、
経
験
者
、
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
！ 

 

卓
球
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。 

  

○
先
輩
方
へ 

 

い
つ
も
優
し
く
、
そ
し
て
い
つ
も
私
た
ち
を
リ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
姿
は
私
た
ち
の
憧
れ
で
し
た
。

常
に
私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
り
、
先
輩
方
が
つ

く
り
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
女
子
卓
球
部
は
と
て
も
居
心

地
の
よ
い
場
所
で
し
た
。 

 

先
輩
方
が
引
退
な
さ
っ
て
数
ヶ
月
た
っ
た
今
で
も
、
先

輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
、
寂

し
さ
と
と
も
に
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
感
じ
ま
す
。 

 

日
々
の
練
習
も
大
会
も
、
先
輩
方
と
共
に
全
力
を
尽

く
し
た
部
活
動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。 

 

私
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方

に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
活
動
成
績 

  

新
人
卓
球
大
会 

 
 
 
 

学
校
対
抗 

ベ
ス
ト
８ 

  

全
日
本
選
手
権
滋
賀
県
予
選 

 
 
 
 

シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 
 

北
川
真
愛 

 

滋
賀
県
秋
季
高
校
総
体 

 
 
 
 

学
校
対
抗 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

近
畿
大
会
出
場 

 
 
 
 

ダ
ブ
ル
ス 

ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 
 

小
林
紋
華 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

   
 
 
 
 

辻
川
心
菜 

     

シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 
 

辻
川
心
菜 

 

大
阪
国
際
招
待
卓
球
大
会
県
予
選 

 
 
 
 

ダ
ブ
ル
ス 

ベ
ス
ト
８ 

 

北
川
真
愛 

守
田
美
沙
樹 

 
 
 
 
        

 

ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 
 

小
林
紋
華 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

辻
川
心
菜 

 
 
 
 

シ
ン
グ
ル
ス 

第
９
位 

 
 
 
 
 

北
川
真
愛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ス
ト
１６ 

 
 
 
 

辻
川
心
菜 

  
 

女
子
卓
球
部 
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活
動
内
容 

○
活
動
日
時
・・・平
日
（月
・水
～
金
）二
時
間
程
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休
日
（土
日
の
う
ち
片
方
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・半
日
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・遠
征 

○
活
動
場
所
・・・武
道
場 

○
部
員
（高
校
二
年 

九
名 

一
年 

三
名 

 
 
 
 
 

中
学
三
年 

三
名 

一
年 

四
名
） 

 
 
 
 
 

計
十
九
名 

○
活
動
内
容 

 

 

私
た
ち
剣
道
部
は
近
畿
大
会
出
場
を
目
標
に
、
顧
問

の
先
生
の
指
導
の
下
、
自
分
た
ち
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
個
々
の
課
題
を
見
つ
め
な
が
ら
稽
古
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
外
で
の
合
同
稽
古
、
練
習
試
合
に
参

加
し
チ
ー
ム
と
し
て
の
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
中
高
、
男

女
合
同
で
活
動
し
て
お
り
、
と
て
も
仲
の
良
い
部
活
で

す
！
短
時
間
で
集
中
し
て
活
動
す
る
た
め
勉
強
と
の
両

立
も
充
分
に
可
能
で
す
。 

   

○
最
近
の
成
績 

男
子
団
体 

 

平
成
二
十
八
年
度 

 
 
 

秋
季
総
体 

３
位 

 
 
 

春
季
総
体 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

県
体 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

優
勝
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

近
畿
大
会
出
場 

 

平
成
三
十
年
度 

 
 
 

秋
季
総
体 

ベ
ス
ト
８ 

 
 
 

優
勝
大
会 

ベ
ス
ト
８ 

 

女
子
団
体 

 
令
和
元
年
度 

 
 
 

秋
季
総
体 

ベ
ス
ト
８ 

          

○
先
輩
方
へ 

 

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
く
剣
道
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
昨
年
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
近
畿
大
会
出

場
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

○
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
剣
道
を
通
し
て
高

校
生
活
を
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か
。
剣
道
と
聞
く
と
、
と

て
も
難
し
そ
う
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
剣
道
は
奥
が
深
く
と
て
も
面
白
い
競
技

で
す
。
剣
道
で
培
っ
た
経
験
は
、
勉
強
や
普
段
の
生
活
で

も
役
立
つ
の
で
必
ず
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
ま
す
。 

 

◎
初
心
者
大
歓
迎
で
す
！
中
学
、
高
校
か
ら
始
め
た

部
員
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

◎
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大
募
集
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
部
員
一
同
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！ 

  
 

剣
道
部 
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《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
新
た
に
始
ま
る
学
校
生
活
に
、
大

き
な
期
待
と
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
仲
間

と
と
も
に
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
全
員
で
ひ
と
つ
の

音
楽
を
作
り
上
げ
る
喜
び
や
、
言
葉
で
は
表
現
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
感
動
は
、
吹
奏
楽
部
な
ら
で
は
の
魅
力

で
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
「
楽
譜
が
読
め
な
い
か
ら
…
」

「自
分
に
は
音
楽
の
才
能
が
な
い
か
ら
…
」な
ど
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。
音
楽
が
好
き
で
楽
し
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
れ
ば
誰
で
も
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
実
際
に
高
校
か
ら
吹
奏
楽
を
は
じ
め
た
部
員

や
、
楽
譜
が
読
め
な
か
っ
た
部
員
も
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
定
期
演
奏
会
や
地
域
の
依
頼
演
奏
な
ど
、

吹
奏
楽
部
で
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の

皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
私
た
ち
の
活
動
を

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

  

《活
動
紹
介
》 

○
活
動
日 

 

・高
校
…
平
日
放
課
後
、
土
日 

 
 
 
 
 
 
(

水
曜
日
は
大
会
前
の
み) 

 

・中
学
…
月
・火
・水
・金
・土 

 
 
 
 
 
 
(

木
・日
曜
日
は
休
み
） 

○
活
動
場
所
…
各
HR
教
室
・音
楽
室
・外 

○
部
員
数 

 
 

・高
校
生
…
五
十
一
人 

 
 

・中
学
生
…
二
十
八
人 

 
 
 
 
 
 
 

計
七
十
九
人 

○
活
動
内
容 

 

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
吹
奏
楽

祭
、
ま
た
依
頼
演
奏
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
五
月
に
行
う
定
期
演
奏
会
は
、
約
半

年
間
を
か
け
て
自
分
た
ち
で
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
ま
す
。
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
う
え
で
、
時
に
は

自
分
の
思
う
よ
う
に
演
奏
で
き
な
か
っ
た
り
、
仲
間
と

意
見
が
衝
突
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
時
、
大
き
な
達
成
感
や
充

実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
河
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
の
特
徴
と
い
え
ば
、
マ
ー

チ
ン
グ
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
隊
列
の
一
部
と
な
り
、 

全
身
を
使
っ
て
音
楽
を
表
現
し
ま
す
。 

 

座
奏
・マ
ー
チ
ン
グ
と
と
も
に
、
見
て
く
だ
さ
る
方
々

に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る
演
奏
を
め
ざ
し
て
日
々
の
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

《先
輩
方
へ》 

 

先
輩
方
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
、
私
た
ち
が
吹
奏
楽
部
を
引
っ

張
っ
て
い
く
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
九
月
か
ら
新
体
制

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
全
体
を
上
手
に
ま
と
ま
ら
れ
て

い
る
か
不
安
で
、
自
分
た
ち
の
力
の
な
さ
を
痛
感
す
る

と
同
時
に
先
輩
方
の
存
在
の
大
き
さ
を
身
に
染
み
て
感

じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
河
瀬
高
校
吹
奏
楽
部

と
し
て
、
歴
代
の
先
輩
方
を
目
標
に
日
々
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
吹
奏
楽
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の

益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

吹
奏
楽
部 



- 31 - 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
高
校
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
美
術
部
は
、
現
在
二
年
生
五
人
、
三
年
生
七

人
が
、
「一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
制
作
の
中
で
、
上
手
に
描

く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
想
い
を
伝
え
る
と

い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

作
品
を
通
し
て
自
分
の
想
い
を
表
現
す
る
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
悩
ん
だ
り
、
し
ん
ど
い
な
と

思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
悩
ん
だ
と

き
に
は
、
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
部
員
た

ち
同
士
で
支
え
あ
っ
た
り
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
絵
を
描
く
こ
と
や
何
か
も
の
作
り
に
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
一
度
、
美
術
室
へ
見
学
に
来
て
み
て
下
さ

い
！ 

     

先
輩
方
へ 

 

二
年
半
の
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
い
つ
も
優
し
く
接

し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

制
作
の
中
で
困
っ
た
と
き
や
悩
ん
だ
と
き
に
は
た
く
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

先
輩
方
の
作
品
で
は
自
分
の
「好
き
」と
い
う
気
持
ち

が
強
く
表
現
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
個
性

豊
か
な
先
輩
方
の
お
か
げ
で
楽
し
い
部
活
動
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
後
輩
に
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
部
員
一

同
応
援
し
て
い
ま
す
。 

  

活
動
内
容 

 

○
活
動
日
時
・・・月
、
水
、
金 

全
員
活
動
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（無
断
欠
席
厳
禁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
、
木 

 
 

自
由
活
動
日 

 
 
 
 

※
基
本
的
に
五
時
ま
で
活
動 

 
 
 
 

※
展
覧
会
前
の
土
日
は
活
動
有 

 

○
活
動
場
所
・・・美
術
室
（中
学
生
も
一
緒
に
活
動
） 

 

○
年
間
活
動 

 

四
月 

前
年
度
三
月
合
同
展
発
表
作
品
の
校
内
展
示 

 
 
 
 
 

新
入
生
入
部
→
木
炭
デ
ッ
サ
ン 

 

五
月 

文
化
祭
に
向
け
て
準
備
、
制
作 

 

六
月 

文
化
祭 

 

七
月 

広
島
県
尾
道
市
に
て
ス
ケ
ッ
チ
合
宿 

 
 
 
 
 
 

（三
泊
四
日
） 

 

八
月 

大
阪
研
修
会 

 

「大
阪
高
校
生
展
」な
ど
の
展
覧
会
を
鑑
賞 

 

九
月 

滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
準
備
、
制
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 

 

十
月 

滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（下
旬
） 

十
一
月 

三
月
の
合
同
展
の
準
備
、
制
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 

 

三
月 

 

Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｈ  

Ａ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

 
 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ 

（モ
カ
ゼ
ミ
ア
ー
ト
シ
ョ
ウ
） 

 
 
 
 
 

（守
山
中
高
美
術
部
と
の
二
校
合
同
展
覧
会
）

 

 

美
術
部 
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展
示
風
景 

   

 

  
 

←高文祭 

文化祭→ 
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《活
動
日
》 

○
活
動
日
…
月
・水
・金 

全
員
活
動
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
・木 

自
由
活
動
日 

○
活
動
場
所
…
美
術
室 

○
部
員
数
…
４
名 

 
 
 

顧
問
数
…
２
名 

○
主
な
活
動
内
容 

 
 
 

私
た
ち
中
学
美
術
部
は
、
一
年
生
が
三
人
、
二
年 

 
 

生
が
一
人
で
活
動
を
行
い
、
文
化
祭
や
さ
ま
ざ
ま
な 

展
覧
会
に
向
け
作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

中
学
美
術
部
は
他
の
運
動
部
の
よ
う
に
大
会
や
試

合
は
あ
り
は
ま
せ
ん
が
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ

り
ま
す
。 

夏
休
み
に
は
県
立
中
学
三
校
で
の
合
同
ス
ケ
ッ
チ 

会
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
と
き
に
は
近
江
八
幡
市
の

八
幡
掘
で
各
々
が
好
き
な
場
所
で
好
き
な
よ
う
に
ス

ケ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。
ま
た
三
校
間
で
の
作
品
交
流

も
あ
り
、
他
校
の
生
徒
の
作
品
か
ら
自
分
と
は
違
っ

た
観
点
や
描
き
方
を
学
べ
ま
す
。 

三
月
頃
に
は
「モ
カ
ゼ
ミ
ア
ー
ト
シ
ョ
ウ
」と
い
う
河 

中
・高
美
術
部
と
守
山
中
・高
美
術
部
と
の
合
同
美

術
展
を
行
い
ま
す
。
高
校
生
と
一
緒
に
参
加
し
、
何

日
も
か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
立
体
も
含
め
た
作
品

た
ち
に
ひ
き
こ
ま
れ
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
河
瀬
中
学
美
術
部
の
一
番
の
特
徴
は

高
校
の
先
輩
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
で
す
。
普

段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
先
輩
の
作

品
を
見
て
憧
れ
た
り
、
刺
激
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
部
活
は
大
変
だ
と
思
っ
て
い 

 

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
活
で
己 

の
得
意
な
こ
と
を
伸
ば
し
た
り
、
逆
に
得
意
な
こ
と 

を
見
つ
け
た
り
で
き
る
の
で
す
。 

美
術
部
は
絵
ば
か
り
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、 

共
同
制
作
や
自
由
制
作
も
あ
り
、
絵
が
苦
手
で
も
立

体
な
ど
も
選
択
肢
に
あ
り
ま
す
。
「美
術
」は
個
性
を

出
す
の
が
、
「美
術
部
」は
物
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い

う
心
意
気
が
一
番
大
事
で
す
。
得
意
不
得
意
、
上
手

い
下
手
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
個
性
を
活
か

し
た
い
人
、
作
品
作
り
が
上
手
く
な
り
た
い
人
、
美

術
に
興
味
が
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
中
学
美
術
部
に
来
て
み
て
下
さ
い
。 

《先
輩
方
へ》 

 
 

二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
直
後
は
と 

て
も
不
安
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
心
配
で
し 

た
。
し
か
し
先
輩
方
が
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ 

り
徐
々
に
部
活
の
楽
し
さ
が
わ
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

作
品
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
道
具
の
使
い
方
、
作
品
の
チ 

ェ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
一
緒
に
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
っ 

た
り
面
白
い
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
部
活

が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
同
じ
気
持

ち
で
す
。
今
で
は
後
輩
も
で
き
、
先
輩
方
が
卒
業
さ

れ
た
あ
と
人
を
ま
と
め
る
と
い
う
の
が
い
か
に
大
変

か
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
先
輩
方
が
大
切
に

さ
れ
て
き
た
こ
の
部
活
を
、
私
た
ち
と
こ
れ
か
ら
入
っ

て
く
る
新
入
生
と
と
も
に
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
が
高
校
生
活
の
中
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

中
学
美
術
部 
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《活
動
内
容
》 

・活
動
場
所 

３
Ｆ
書
道
室 

・活
動
日
時 

月
・水
・金 

 

(

自
主
練
…
火
・木
・展
覧
会
前
の
土
曜) 

・活
動
内
容 

古
典
の
臨
書
・制
作 

 

展
覧
会
、
文
化
祭
、
高
文
祭
に
向
け
た 

古
典
の
臨
書
・制
作 

《部
員
数
》 

高
３ 

５
人
、
高
２ 

６
人
、
高
１ 
４
人
、 

 
 
 
 
 
 

中
学 

６
人 

《新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ》 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
書
道
部
で
は
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
空
間
で
集
中
し
て
作
品
制
作
が
で
き
ま

す
。
練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
綺
麗
で
立
派
な
作
品
が
書

け
る
よ
う
に
な
る
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。 

１０
月
に
行
わ
れ
る
高
文
祭
で
は
、
県
内
の
書
道
部

員
と
作
品
を
通
し
て
交
流
し
ま
す
。
作
品
を
鑑
賞
し
て

刺
激
を
受
け
、
字
の
上
達
や
工
夫
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。 

書
道
に
経
験
の
有
無
や
字
の
得
意
・不
得
意
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
部
長
の
私
は
未
経
験
の
ま
ま
入
部
し
ま

し
た
。
初
め
は
半
紙
す
ら
上
手
に
書
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
高
校
２
年
の
秋
に
は
１
枚
に
２
時
間
か
け
て
完
成

さ
せ
る
作
品
を
書
け
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 

 

大
き
な
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
楷
書
以
外
に
行
書
、
隷

書
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
得
意
な
書
体
、
字
の
大

き
さ
、
書
き
方
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
書
道
室
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

《卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ》 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
優
し
く
話

し
か
け
て
下
さ
り
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
輩
方
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
文
化
祭

や
高
文
祭
で
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
を
見

習
い
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
書
け
る
よ
う
に
楽
し
く
練

習
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

《活
動
成
績
》 

○
高
校 

・彦
根
市
美
術
展
覧
会 

…
次
世
代
芸
術
奨
励
賞
１
名 

・大
東
文
化
大
学
全
国
書
道
展 

…
優
秀
団
体
賞
、
推
薦
賞
３
名 

・読
売
紙
上
書
道
展 

 
 

…
一
席
１
名
、
二
席
１
名
、
佳
作
多
数 

○
中
学 

・大
東
文
化
大
学
全
国
書
道
展 

 
 
 

…
審
査
員
奨
励
賞
１
名 

・読
売
紙
上
書
道
展 

 
 
 

…
二
席
１
名
、
佳
作
多
数 

《作
品
紹
介
》 

      
 

書
道
部 
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活
動
内
容 

 
 

茶
道
・・・裏
千
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日 

 
 

華
道
・・・草
月
流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎
月
二
回(

水
曜
日) 

 
 

活
動
場
所
・・・志
成
館 

 
 

部
員
数
・・・中
学
生
九
名
、
高
校
生
十
一
名 

  

活
動
実
績 

 
 

昨
年
の
六
月
に
開
催
さ
れ
た
文
化
祭
で
、
お
茶
会

を
行
い
ま
し
た
。
部
員
が
浴
衣
を
着
て
、
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
客
様
に
お
茶
と
茶
菓
子
を
振
る
舞
い
ま
し

た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
良
い
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
茶
会
を
通
し
て
部
員
同
士
の
仲

が
よ
り
深
ま
り
、
学
校
生
活
の
一
つ
の
思
い
出
と
な
り

ま
す
。 

    

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
茶
華
道
部
は
、
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
茶
道
と
華
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も

伝
統
的
な
日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
り
、
部
活
動
を
通
し

て
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

茶
道
は
裏
千
家
と
い
う
千
利
休
が
始
め
た
大
き
な
流

派
の
も
の
を
学
ん
で
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
作
法
だ
け
で

な
く
、
亭
主
と
お
客
様
と
の
間
で
の
人
間
的
な
ぬ
く
も

り
や
、
お
茶
を
点
て
る
亭
主
自
身
も
楽
し
む
こ
と
を
大

切
に
す
る
流
派
で
す
。
人
を
敬
う
心
や
、
和
み
の
世
界

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
華
道
で
は
、
お
花
を
用
い
て
個
性
を
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
花
の
色
や
形
な
ど
様
々
な
も
の

に
目
を
向
け
て
い
く
の
で
、
華
道
を
通
し
て
自
然
と
感

性
が
磨
か
れ
ま
す
。 

 

現
在
で
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
か
ら
茶
道
や

華
道
を
含
む
日
本
文
化
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
々
に
と
っ
て
魅
力
的
な
日
本
文
化
を
、
皆
さ
ん

も
私
た
ち
と
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
部
員
同
士
で
教
え
合

い
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

皆
さ
ん
の
入
部
を
部
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

卒
業
さ
れ
た
先
輩
へ 

 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
部
員
は
、
茶
道
も
華
道
も
未
経
験
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
で
す
が
、
先
輩
が
何
も
か
も

一
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
少
し
ず

つ
作
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
と
過

ご
し
た
部
活
動
の
時
間
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

思
い
出
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

茶
華
道
部 
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部
長
挨
拶 

 
 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
部
長
の
赤
羽
崚
で
す
。
皆
さ

ん
は
写
真
と
聞
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
す
か
。
綺

麗
な
風
景
、
表
情
豊
か
な
人
の
顔
、
様
々
な
動
物
の
顔

な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
そ
の
写

真
に
自
分
の
思
い
が
込
も
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
自
分
の

思
い
が
な
い
と
作
品
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
皆
さ
ん
、
思
い
切
り
頑
張
る
私
た
ち
の
姿

と
共
に
「思
い
」が
表
現
さ
れ
た
作
品
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ

さ
い
。 

活
動
内
容 


 

活
動
日
時 

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
（大
会
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
準
備
で
火
、
木
曜
日
も
不
定
期
に
活
動
） 


 

活
動
場
所 

志
成
館
二
階
（伊
吹
、
荒
神
の
間
）、

暗
室
（美
術
室
横
階
段
下
） 


 

主
な
活
動 

高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
作
品
の
出
品

（高
校
生
は
全
員
）、
撮
影
会
（年
六
回
程
度
）、
学

校
行
事
の
撮
影
（文
化
祭
や
体
育
祭
な
ど
） 

   

部
員
数 


 

高
校
二
年
八
名
、
一
年
二
十
三
名 


 

中
学
三
年
十
一
名
、
二
年
四
名
、
一
年
二
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計
四
十
八
名 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
写
真
部

は
二
〇
一
八
年
か
ら
中
高
合
同
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、

全
員
が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
全

国
大
会
で
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
人
や
、
県
の
作
品
展

で
入
選
し
た
人
な
ど
今
後
の
成
長
が
楽
し
み
な
人
が
数

多
く
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
カ
メ
ラ
の
知
識
が
豊

富
な
訳
で
も
素
晴
ら
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
た
く
さ
ん
持

っ
て
い
る
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
に
興
味
が
あ
る
人

で
あ
れ
ば
カ
メ
ラ
を
持
つ
こ
と
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
れ
が
写
真
部
で
す
。 

 
 

も
ち
ろ
ん
、
教
え
て
欲
し
い
事
、
聞
い
て
お
き
た
い
事

な
ど
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
時
は
い
つ
で
も
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
写
真
部
は
部
員
一
人
ひ
と
り
の
作
品
を

唯
一
無
二
の
輝
き
を
持
つ
も
の
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

 
 

皆
さ
ん
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
私
た
ち
と
共
に
こ
の

世
界
の
美
し
さ
を
写
真
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら

受
け
継
い
だ
多
く
の
技
術
や
熱
い
気
持
ち
を
も
と
に
、

よ
り
よ
い
作
品
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
方
の
お
か
げ
で
楽
し
く
有
意
義

な
活
動
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
ま
で
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

活
動
実
績 

 
 

第
四
十
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

 
 
 
 

写
真
部
門 

入
選 

一
名 

佳
作 

二
名 

 
 

第
六
十
七
回 

ニ
ッ
コ
ー
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
ッ
コ
ー
ル
大
賞 

 
 

キ
ャ
ノ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９ 

佳
作 

最
後
に 

 
 

写
真
部
は
全
員
が
一
つ
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

ポ
リ
シ
ー
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
自
分
の
個
性

を
活
か
し
た
写
真
を
撮
影
で
き
る
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
の
写
真
を
楽
し

ん
で
撮
り
た
い
で
す
。 

  
 

写
真
部 
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<

活
動
日>

 

毎
週
月
・金
曜
日 

 

<

活
動
場
所>

 

 

志
成
館
一
階 

 <

部
員
数
・顧
問
数>

 

 

高
校
三
年
生 

０
人 

 
 
 
 

二
年
生 

三
人 

 
 
 
 

一
年
生 

三
人 

中
学
三
年
生 

五
人 

 
 
 

二
年
生 

０
人 

 
 
 

一
年
生 

五
人 

顧
問 

 
 
 
 

二
人 

 

<

活
動
内
容>

 

 

私
た
ち
文
芸
部
の
主
な
活
動
は
部
誌
製
作
で
す
。
文

芸
部
で
は
二
ヶ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
部
誌
で
あ
る

「
煌

き
ら
め
き

」を
製
作
・発
行
し
て
お
り
、
そ
の
部
誌
は
、
図
書

館
で
の
展
示
、
総
文
祭
に
出
品
、
文
化
祭
模
擬
店
で
の

販
売
な
ど
の
活
動
に
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 

部
誌
に
掲
載
す
る
内
容
は
散
文(

小
説)

・韻
文

い
ん
ぶ
ん(

俳
句
、

短
歌
、
詩)

・イ
ラ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
散
文
は
あ
ま
り

で
き
な
い
け
ど
イ
ラ
ス
ト
で
活
動
す
る
と
い
っ
た
部
の
メ

ン
バ
ー
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。 

 

日
々
の
活
動
と
し
て
は
、
韻
文
製
作
だ
け
で
す
が
、
部

員
が
発
案
し
た
活
動
を
採
用
し
て
部
全
体
で
や
る
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
文
芸
部
で
は
「俳
句
甲
子
園
」に
も
参
加
し
て
お

り
、
高
校
生
は
来
年
に
向
け
て
の
練
習
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 <

新
入
生
の
方
に
向
け
て> 

ま
ず
は
皆
さ
ん
が
こ
の
河
瀬
中
学
高
等
学
校
に
入
学

さ
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

新
入
生
の
方
は
散
文
・韻
文
の
製
作
を
難
し
く
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

自
分
の
思
い
を
形
に
し
て
創
作
す
る
の
に
は
楽
し
み

も
あ
り
、
不
思
議
と
筆
も
す
す
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

今
い
る
部
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
部
に
入
る
ま
で
は
ま

っ
た
く
の
未
経
験
者
で
あ
り
、
先
輩
や
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
た
り
、
ほ
か
の
部
員
と
の
交
流
の
中
で
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

イ
ラ
ス
ト
が
描
け
る
部
員
も
文
芸
部
に
在
籍
し
て
お

り
、
イ
ラ
ス
ト
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
方
も
少
し
で
も
文

芸
部
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
是
非
是
非
、
志

成
館
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
文
芸
部
で
は
見
学
・

入
部
は
い
つ
で
も
大
歓
迎
で
す
。
新
入
生
の
方
の
入
部

を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
！ 

<

先
輩
方
へ> 

 

普
段
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
な

ど
で
も
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
の
、

残
し
た
活
動
の
産
物
は
今
で
も
部
の
活
動
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
で
は
先
輩
方
の
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

こ
ろ
よ
り
も
部
員
も
増
え
、
部
の
規
模
も
少
し
ず
つ
大

き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
多

い
で
す
が
、
後
輩
た
ち
を
先
導
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て

先
輩
方
の
功
績
を
追
い
越
せ
る
よ
う
に
、
日
々
活
動
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 <

活
動
実
績>

 

俳
句
甲
子
園 

地
区
予
選
敗
退 

  
 

文
芸
部 
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☆
部
員
数
☆ 

二
年
生 

 

９
名 

一
年
生 

 

９
名 

中
学
生 

 

２
４
名 

  

☆
活
動
内
容
☆ 

・活
動
日 

 

月
曜
日 

中
学
生
の
み
活
動 

 
 
 
 
 
 
 

火
曜
日 

買
出
し
（ 

高
校
生 

）  

 
 
 
 
 
 
 

水
曜
日 

高
校
生
の
み
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

買
出
し
（ 

中
学
生 

） 

 
 
 
 
 
 
 

金
曜
日 

中
学
生
、
高
校
生
合
同
で
活
動 

☆
週
二
回
の
活
動
で
す
。  

 

 

・活
動
場
所 

調
理
室 

 

☆
主
な
活
動
☆ 

 
 

私
た
ち
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
は
、
月
曜
日
は
中
学

生
の
み
、
水
曜
日
は
高
校
生
の
み
、
金
曜
日
は
中
高
合

同
で
毎
週
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
班
は
、
定

期
的
に
ラ
ン
ダ
ム
に
組
み
、
様
々
な
学
年
の
人
達
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
部
員
の
み
ん
な
は
と

て
も
優
し
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

何
で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
月
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
十
二
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
、
季
節
に
よ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
年
は
事
情
に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
で
は
年
に
一
度
、
文
化
祭
で

模
擬
店
で
の
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
年

を
通
じ
て
一
番
大
き
な
活
動
に
な
り
ま
す
。
大
量
生
産

は
大
変
で
す
が
、
部
員
全
員
で
協
力
し
な
が
ら
作
る
の

で
、
団
結
力
が
高
ま
り
達
成
感
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

毎
年
と
て
も
好
評
で
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人

気
な
の
で
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 

 

☆
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ☆ 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
皆
さ
ん
は
も
う
入
部
し
た
い
部
活
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
か
？
も
し
ま
だ
迷
っ
て
い
る
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
調

理
室
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン

グ
部
は
み
ん
な
仲
が
良
く
、
い
つ
も
明
る
く
楽
し
い
雰

囲
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
料
理
が
好
き
な
人
は
も
ち

ろ
ん
、
少
し
苦
手
な
人
で
も
楽
し
め
ま
す
。
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
先
輩
や
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら

安
心
し
て
活
動
で
き
ま
す
。
ま
た
、
兼
部
を
し
た
り
、

塾
や
習
い
事
と
両
立
し
て
活
動
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
！
も
し
少
し
で
も
気
に
な
っ

た
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
調
理
室
に
立
ち
寄
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
先
輩
方
へ☆ 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
約
二
年
半
と
い
う

短
い
間
で
し
た
が
、
先
輩
方
と
活
動
で
き
て
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。
先
輩
方
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
高
校
生
活

に
つ
い
て
の
相
談
も
の
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い
つ
も
明

る
く
笑
顔
で
話
し
か
け
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
部
活

に
い
く
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方

か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
私
た
ち
も

〝
先
輩
〟
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
が

ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部 
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い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
な
る
こ
と
は
本
当
に
寂
し
い
で
す
が
、

ま
た
河
瀬
高
校
に
遊
び
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 
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～ 

活
動
内
容 
～ 

 

E
S
S

部
は
、
中
高
共
に
英
語
力
の
向
上
、
そ
し
て
英

語
を
使
う
楽
し
さ
を
追
求
す
る
た
め
に
様
々
な
活

動
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

◆ 

文
化
祭
に
お
け
る 

P
irates of the N

ew
 W

orld 

presented by E
S
S

の
企
画
及
び
運
営 

◆ 
A
LT

,JC
M

U
 

（ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本 
セ

ン
タ
ー
の
留
学
生
）と
の
会
話
、
及
び
交
流
体
験 

◆ 
R
ecitation C

ontest 

（英
語
暗
唱
大
会
）に
向
け

て
の
練
習
、
大
会
出
場 

◆ 

各
種S

peech C
ontest, C

aption C
ontest

等
に

向
け
て
の
原
稿
作
成
、
準
備
、
練
習
、
大
会
出
場 

◆ 
H
allow

een&
 C

hristm
as P

arty

の
企
画
＆
開
催 

 

◆ 

発
音
練
習
、
英
会
話
、
異
文
化
理
解
活
動 

◆ 

滋
賀
県
高
校
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
参
加 

 

～ 

活
動
状
況
デ
ー
タ 

～ 

活
動
：
毎
週
月
曜
（週
に
よ
っ
て
変
更
有
） 

 
 
 

個
別
練
習
は
長
期
休
暇
な
ど
も
使
っ
て
実
施 

活
動
場
所
：
視
聴
覚
室
（新
館
二
階
） 

  

部
員
数 

 

【
高
校
】
三
年 

２
名 

二
年 

６
名 

 
 

一
年 

７
名 

 

【中
学
】三
年 

７
名 

一
年 

３
名 

 

～ 

活
動
実
績 

～ 

 

★ 

東
京2

0
2
0

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 

作
品
出
品 
 
 

一
年 

禰
宜 

巧 

 

★ 

第3
6

回 

全
国
商
業
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ 

コ
ン
テ
ス
ト
滋
賀
県
大
会 

暗
唱
部
門 

 
 
 
 

最
優
秀
賞
受
賞  

二
年 

鈴
木
咲
帆 

優
秀
賞
受
賞  

 

一
年 

髙
橋
千
晶 

 
★ 
第9

回 

岐
阜
女
子
大
学
主
催 

「英
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 

優
秀
賞
受
賞  

二
年 

 

保
井
月
菜 

優
良
賞
受
賞   

一
年 

中
江
紗
妃 

奨
励
賞
受
賞   
二
年 

池
永
侑
生 

 

★ 

第

1
2

回
滋
賀
県
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会 

 
 
 
 
 

二
年 

鈴
木 

咲
帆
・ 

池
永
侑
生
・ 
明
事
巧
馬
・  

 

林
梨
来
・ 

酒
井
凪
砂 

以
上
５
名
出
場 

ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
賞
受
賞 (

県
６
位
）  

二
年 

明
事  

巧
馬 

★ 

第1
0

回 

神
戸
女
学
院
大
学
絵
本
翻
訳
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
出
品 

二
年 

池
永
侑
生 

一
年 

十
倉
剣
萌 

一
年 

西
村
颯
斗 

 

一
年 

中
江
紗
妃 

一
年 

森
本
愛
望 

★
第2

9

回 

ミ
し
が
ン
カ
ッ
プ
滋
賀
県
高
校
生
英
語 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

５
位
入
賞 

二
年 

酒
井
凪
砂 

 
 
 
 
 
 
 
 

★
第2

5

回
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
カ
ッ
プ
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

コ
ン
テ
ス
ト
出
場 

 
 
 
B
eg

inner

部
門
：
一
年 

山
中
こ
の
実 

一
年 

中
江
紗
妃 

 

二
年 

保
井
月
菜 

E
xperience

部
門
：
二
年 

林 

梨
来 

二
年 

鈴
木
咲
帆 

 

二
年 

明
事
巧
馬 

 

～ 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ 

～ 

 
 

入
部
し
た
て
で
、
緊
張
し
て
い
た
私
た
ち
を
時
に
引

っ
張
り
、
時
に
一
緒
に
悩
み
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を

み
ん
な
で
作
ろ
う
と
努
力
さ
れ
た
先
輩
方
の
姿
を
、

私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
。 

先
輩
方
の
更
な
る
ご
活
躍
を
願
い
ま
す
。 

～ 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

～ 

 

私
た
ち
は
、
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し

て
日
々
積
極
的
に
使
う
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。 

コ
ン
テ
ス
ト
の
た
め
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら

英
語
を
使
っ
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

是
非
一
緒
に
、
英
語
を
上
達
さ
せ
ま
せ
ん
か
？ 

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部 
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《活
動
日
》  

月
・水
～
土
曜
日
（大
会
前
な
ど
の
み
火
・日
も
活
動
） 

 

《活
動
場
所
》 

生
物
室
・化
学
室
・CA

I

教
室 

 

《部
員
数
》 

中
学
１
年 

７
人 

中
学
２
年 

１０
人 

中
学
３
年 

４
人 

高
校
１
年 

５
人 

高
校
２
年 

８
人 

高
校
３
年 

６
人 

 《活
動
内
容
》 

私
た
ち
科
学
部
は
現
在
、
森
林
土
壌
を
化
学
的
・

生
物
的
観
点
よ
り
多
面
的
に
探
る
研
究
と
、
希
少
淡

水
魚
ハ
リ
ヨ
の
生
息
状
況
を
評
価
す
る
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
中
学
・高
校
で
履
修
す
る

範
囲
を
超
え
た
知
識
を
求
め
ら
れ
る
研
究
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
大
学
の
先
生
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な

が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
と
秋
に
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
発
表
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
生

活
の
中
に
科
学
を
見
出
す
と
い
う
目
的
で
、
「コ
ー
ヒ

ー
を
科
学
す
る
」と
い
う
研
究
も
そ
れ
ら
と
は
別
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

他
に
も
高
校
文
化
連
盟
の
イ
ベ
ン
ト
や
、SS

H

校
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
派
遣
さ
れ
、
３
月
に
は
数
名
が
イ

ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ研
修
に
行
き
ま
す
。 

 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

ま
ず
は
、
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
最
近
は
若
者
の
理
科
離
れ
と
い
う
の
が
多

い
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
理
科
が
嫌
い
な
人

は
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
友
人
の
中
で
も
、
暗
記
が

多
い
か
ら
嫌
い
だ
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
理

科
の
本
質
は
暗
記
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
理
科
は
科
学
に
直
結
し
、
科
学
の
本
質
は

新
し
い
も
の
・こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
新
た
な
こ

と
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
既
知
の
も
の
を
よ
く
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
理
科
と
い
う

学
問
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
私
た

ち
と
一
緒
に
未
知
な
る
こ
と
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
？ 

私
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
な
ら
、
ぜ
ひ
生

物
室
へ来
て
く
だ
さ
い
。 

《卒
業
生
の
先
輩
方
へ》 

先
輩
方
に
は
３
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
秋
季
大
会
に
お
い
て
全
国
総
合
文
化
祭
へ
行
く

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
方
が
残
し

て
く
だ
さ
っ
た
デ
ー
タ
が
、
私
た
ち
の
考
察
の
大
き
な

助
け
と
な
っ
た
こ
と
に
は
感
謝
し
て
も
し
切
れ
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

先
輩
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

《活
動
成
績
》 

・ 

～
２
０
１
９
年 

近
畿
総
文
出
場 

・ 

２
０
１
１
～
２
０
１
７
年 

全
国
総
文
出
場 

・ 

２
０
２
０
年 

全
国
総
文
出
場
決
定 

（生
物
班
・化
学
班
） 

[

２
０
１
９
年
の
成
績] 

・ 

第
３９

回
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自 

 
 

然
科
学
部
門
兼
代
７３

回
滋
賀
県
児
童
科
学 

 
 

研
究
発
表
大
会
高
等
学
校
の
部 

 

生
物
班 

「希
少
淡
水
魚
ハ
リ
ヨ
の
生
息
状
況
評
価
」

滋
賀
県
教
育
長
賞 

（１
位
） 

・ 

第
６３
回
滋
賀
県
学
生
科
学
賞
県
展 

化
学
班 

「森
林
土
壌
を
多
面
的
に
探
る
～
間
伐

材
の
処
理
方
法
は
森
林
土
壌
に
影
響
す
る
か
～
」

優
秀
賞 

（２
位
） 

 
 
 

→
日
本
学
生
科
学
賞 

中
央
審
査
会
へ出
品 

 

科
学
部 
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《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

 

新
高
校
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
放
送
部
で
は
、
毎
日
楽
し
く
、
年
に
二
度
あ

る
大
会
に
向
け
て
日
々
全
力
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
に
は
、
お
昼
の
放
送
を
行
っ
た
り
、
春
と
秋

に
彦
根
球
場
で
野
球
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ
た
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

話
す
の
が
得
意
な
人
も
苦
手
な
人
も
、
挑
戦
し
た
い

こ
と
に
全
力
で
取
り
組
め
る
部
活
で
す
。
ま
た
、
話
す
こ

と
が
苦
手
な
人
で
も
動
画
編
集
や
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
技
術
が
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
し
や
す
く
、
ほ
か
の
部
活

と
の
兼
部
を
考
え
て
い
る
人
や
、
塾
と
習
い
事
が
あ
る

方
で
も
大
歓
迎
で
す
！ 

 

私
た
ち
と
楽
し
く
い
っ
し
ょ
に
放
送
を
し
ま
せ
ん

か
？ 

  

《部
活
内
容
》 

 

部
員
数 

高
校
８
人 

中
学
１
人 

 

活
動
日 

毎
週
月
～
金
の
放
課
後
、
お
昼
休
み 

 
 
 
 
 
 
 

（木
曜
日
を
除
く
） 

〈活
動
場
所
〉 

 

高
校
一
年
四
組
教
室
、
３
Ｆ
部
室 

 

〈活
動
内
容
〉 

・発
声
練
習 

・お
昼
の
放
送 

・球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
練
習 

〈大
会
前
〉 

・番
組
作
成 

・ア
ナ
ウ
ン
ス
、
朗
読
の
練
習 

・取
材 

〈野
球
の
大
会
時
〉 

・彦
根
球
場
で
の
球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス 

 

《活
動
実
績
》 

  

・滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

放
送
部
門 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

入
賞 

   

〈卒
業
生
の
先
輩
へ〉 

今
ま
で
先
輩
方
の
明
る
さ
、
多
く
の
経
験
と
実
績
で

放
送
部
を
引
っ
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

私
自
身
は
部
長
を
引
き
継
ぎ
、
こ
ん
な
に
大
変
な
仕

事
だ
っ
た
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

部
活
動
を
分
担
し
、
協
力
し
て
こ
な
し
て
い
く
姿
は

頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。 

ま
た
、
多
く
の
実
績
を
残
し
、
私
た
ち
の
目
標
と
な

り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
未
熟
な
私
た
ち
に
一
か
ら
丁
寧
に
技
術
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

放
送
部 
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活
動
日
時
・場
所 

活
動
日
時
・・・月
・水
・木
・金
・土
・日 

場
所
・・・武
道
場 

※
土
曜
日
は
他
校
と
合
同
稽
古
を
す
る
場
合
あ
り 

※
変
更
あ
り 

活
動
内
容 

 

剣
道
部
で
は
、
大
会
、
級
位
審
査
、
段
位
審
査
に
向
け

日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
月
水
木
金
土
日
曜
日
は

武
道
場
で
高
校
剣
道
部
の
先
輩
方
と
一
緒
に
し
て
い
ま

す
。
普
段
は
、
武
道
場
を
半
分
に
分
け
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
土
・
日
・
木
曜
日
に
限
り
、
全
面
使
っ
て
練
習
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
・日
曜
日
に
他
校
の
合
同
稽
古
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
他
校
の
剣
道
部
の
方
に
来

て
い
た
だ
く
事
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
完
全
下
校
の

時
刻
が
早
く
な
る
と
、
外
練
を
入
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

 

新
中
学
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
中
学
剣
道
部
は
、
中
学
二
年
生
の
男
子

四
人
で
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
他
の
部
活
と
比
べ
、

人
数
が
少
な
い
小
さ
な
部
活
で
す
。
し
か
し
、
部
員
ど

う
し
が
、
気
軽
に
話
す
こ
と
が
で
き
、
練
習
中
に
も
分
か

ら
な
い
こ
と
や
、
気
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
あ
え
る
部

活
で
す
。
中
学
剣
道
部
の
他
に
な
い
特
徴
は
高
校
剣
道

部
の
先
輩
た
ち
と
一
緒
に
練
習
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
て
い
ね
い
で
的
確
な
指
導
で
優
し
く
、
教
え
て
い

た
だ
け
る
の
で
、
技
術
の
向
上
を
中
心
と
し
た
、
質
の
よ

い
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぼ
く
は
、
あ
ま
り

運
動
が
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ぼ
く
は

初
段
を
持
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
は
、
経
験
や
運
動
神
経

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
「初
心
者
」・「経
験

者
」
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
剣
道
に
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
、
武
道
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

先
輩
方
へ 

 
難
し
い
技
で
苦
労
し
て
い
る
と
き
も
、
試
合
で
負
け
悔

し
い
と
き
も
、
い
つ
も
先
輩
方
は
優
し
く
応
援
や
励
ま

し
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

難
し
い
技
を
少
し
ず
つ
習
得
し
た
り
、
試
合
で
勝
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
は
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
、
諦
め
ず
辛
抱
強
く
が
ん
ば
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
僕
達
は
、
先
輩
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

先
輩
の
後
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
良
い
剣
道
部
」
に
な
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、
部
員
同
士
で
仲
良
く
、

楽
し
く
部
活
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
少
し
早
い
で
す
が
、
大
学
受
験
に
向
け
て
部
活
だ

け
で
な
く
勉
強
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
度
は
僕
た

ち
が
応
援
し
ま
す
。 

大
会
結
果 

春
季
総
体 

団
体
戦
・・・県
大
会
ベ
ス
ト
十
六
位 

夏
季
総
体 

団
体
戦
・・・県
大
会
出
場 

部
員
数
・・・四
人 

顧
問
数
・・・三
人 

   
 

中
学
剣
道
部 
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・活
動
内
容 

 

・活
動
日
時
：
月
、
火
、
水
、
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
・日
は
ど
ち
ら
か
の
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（両
日
の
と
き
も
あ
り
） 

 

・活
動
場
所
：
武
道
場 

 

・主
な
活
動 

 

私
た
ち
卓
球
部
は
団
体
で
の
近
畿
大
会
出
場
を
目
標

に
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
男
子
卓
球
部
と
女
子

卓
球
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
仲
良
く
一
緒
に
活
動

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
他
校
と
の
練
習
試
合
や
、
た
く
さ
ん
の
大
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

・新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
中
学
男
子
卓
球
部
は
、
男
子
十
八
名
で
仲
良

く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
部
員
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
中
学
か
ら
卓
球

を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
々
、
楽
し
く
、
時
に
厳

し
く
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
努
力
を
重
ね
、
県
上
位
の
実
力
を
、
つ
か
み
取

り
、
近
畿
大
会
出
場
と
い
う
大
き
な
目
標
を
立
て
ま
し

た
。 僕

た
ち
も
は
じ
め
は
上
手
く
ラ
リ
ー
を
続
か
せ
る
こ

と
も
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
練
習
を
続
け
る
う
ち
に
上

手
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
卓
球
に
興

味
は
あ
る
け
ど
、
上
手
く
で
き
る
自
信
が
な
い
、
と
い

う
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
僕
た
ち
が
楽
し
く
丁
寧
に
教

え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
卓
球
は
、
み
ん
な
の
レ
ベ
ル
が

上
が
る
ほ
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
強
ま
る
競
技
な
の
で
、
反

射
神
経
に
自
信
が
あ
る
人
に
は
お
す
す
め
で
す
。
そ
し

て
な
に
よ
り
、
卓
球
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
、
楽
し

さ
、
悔
し
さ
な
ど
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
武
道
場

の
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と
と
も
に
、
目

標
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

・先
輩
方
へ 

 

先
輩
方
、
短
い
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
と
き
、
私
た
ち
に
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
で
、
こ
こ
ま
で
上
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

僕
は
、
た
と
え
ば
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を
、
教
え
て
も
ら
っ

た
と
き
や
、
褒
め
て
も
ら
っ
た
と
き
の
こ
と
を
、
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
に

思
い
出
し
て
、
改
善
す
る
た
め
の
参
考
に
さ
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

僕
は
、
先
輩
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
、
僕
た
ち
の

努
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
こ

の
小
さ
な
火
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
後
輩
た
ち
の
、
見

本
と
な
る
た
め
に
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
練
習
以
外
で
も
、
仲
良
く
楽
し
く
接
し
て
く

だ
さ
り
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
、
部
を
引
っ
張
っ
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
の
教
え
を
生
か
し
、
私
た
ち
は
、
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
つ
ま

ず
か
な
い
よ
う
に
、
ま
た
つ
ま
ず
い
て
も
立
ち
上
が
れ
る

よ
う
な
部
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
部
員
一
同
願
っ
て
い

ま
す
。 

 

・活
動
実
績 

 

・平
成
三
十
年
度 

 
 

・夏
季
総
合
体
育
大
会
（県
大
会
） 

 
 
 
 

男
子
団
体
：
準
優
勝
→
近
畿
大
会
出
場 

・後
藤
杯
卓
球
選
手
権
大
会
滋
賀
県
予
選 

 
 
 
 

男
子
個
人
：
森
田
響 

（カ
デ
ッ
ト
２
部
）優
勝 

・平
成
三
十
一
年
度 

 
 

・滋
賀
県
強
化
練
習
会 

 
 
 
 

男
子
団
体
：
６
位 

中
学
男
子
卓
球
部 
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活
動
内
容 

・活
動
日 

 

月
・火
・水
・金 

 

土
日
→
（半
日
練
で
ど
ち
ら
か
の
み
） 

（練
習
試
合
や
大
会
の
と
き
は
一
日
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
） 

 

・活
動
場
所 

 
 
 
 
 
 
 

武
道
場 

・部
員
人
数 

 
 
 
 
 
 
 

五
名 

・主
な
活
動 

 

私
た
ち
卓
球
部
は
、
団
体
で
の
県
大
会
出
場
を
目
標

に
、
日
々
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
練
習
で
は
、
男

女
関
係
な
く
打
ち
合
っ
た
り
、
試
合
で
も
、
お
互
い
に
応

援
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
大
会
に
参
加
し
、
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

   

・新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
卓
球
部

は
、
男
子
卓
球
部
と
女
子
卓
球
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

女
子
は
、
団
体
戦
で
の
県
大
会
出
場
を
目
標
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
入
部
し
て
す
ぐ
で
の
ラ
リ
ー
な
ど
は
難
し

い
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に

工
夫
し
て
教
え
ま
す
。
技
術
は
、
練
習
の
中
で
上
達
し

て
い
く
の
で
試
合
で
も
勝
て
る
よ
う
に
な
り 

上
達
を

実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
年
生
で
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン

バ
ー
と
し
て
大
会
に
出
場
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
武
道
場
へ
、
活
動
の
様

子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と
一
緒
に
県
大
会

出
場
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

   

・先
輩
方
へ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

先
輩
方
、
短
い
間
で
し
た
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
入
部
し
て
す
ぐ
の
頃
か
ら
い
つ
も
丁
寧
に
教
え
て

も
ら
い
、
こ
こ
ま
で
上
達
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
練
習
後

も
相
談
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
笑
っ
た
こ
と
、
泣
い
た
こ
と
、
応
援
を

し
合
っ
た
こ
と
、
輪
に
な
っ
て
話
し
合
っ
た
こ
と
、
ど
れ
も

大
切
な
思
い
出
で
す
。
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
て
か
ら
は
、

上
級
生
と
し
て
部
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
を

知
り
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
受
け
継
ぎ
、

認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
部
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
先
輩
方
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
す
。
先
輩
方
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
、
部
員
一

同
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

・活
動
成
績(

平
成
三
十
一
年
度) 

 

・夏
季
総
合
体
育
大
会 

 
 

団
体 

準
優
勝
→
県
大
会
出
場 

 
 

個
人 

斎
藤
慶
都 

(

七
位)

→
県
大
会
出
場 

 
 
 
 
 
 

畑
井
澪 

 
(

三
位)

→
県
大
会
出
場 

 

・秋
季
総
合
体
育
大
会 

 
 

個
人 

寺
村
歩
美 

(

四
位) 

  
 

中
学
女
子
卓
球
部 



- 47 - 

 

活
動
内
容 

 

〈活
動
日
〉 

 
 

・平
日
は
、
木
曜
日
以
外
の
四
日
。 

 
 

・休
日
は
、
半
日
練
習
か
休
み
。 

 
 
 
(

練
習
試
合
や
大
会
な
ど
の
と
き
は
一
日
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。) 

  

〈活
動
場
所
〉 

 
 

・主
に
グ
ラ
ン
ド 

 
 
 
(

雨
の
日
や
グ
ラ
ン
ド
が
使
え
な
い
日
は
、
駐
輪
場

等
で
活
動
し
て
い
ま
す
。) 

 

〈活
動
方
針
〉 

 

チ
ー
ム
テ
ー
マ
「凡
事
徹
底
」 

 

・練
習
な
ど
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
河
瀬
ら
し
く
頭

を
使
っ
た
野
球
を
す
る
。 

 

・一
つ
で
も
多
く
、
強
い
チ
ー
ム
に
勝
つ
こ
と
を
目
標

と
し
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
む
。 

 

・野
球
と
勉
強
、
ど
ち
ら
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

中
途
半
端
に
せ
ず
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く
。 

 

 新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
中
学
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
達
中
学
軟
式
野
球
部
は
、
二
年
生
八
人
・一
年
生

四
人
の
、
計
十
二
人
で
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
他
の
学
校
で

は
、
部
員
が
足
り
ず
、
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
い

る
チ
ー
ム
が
増
え
た
な
か
で
、
私
達
は
ぎ
り
ぎ
り
の
人

数
な
が
ら
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
少

な
い
人
数
な
が
ら
他
の
チ
ー
ム
に
勝
て
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

一
年
生
の
中
に
は
、
野
球
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
人

も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
人
達

で
も
大
丈
夫
で
す
。
私
達
の
野
球
部
で
小
学
校
か
ら
野

球
を
や
っ
て
い
た
の
は
十
二
人
中
二
人
だ
け
で
す
。
二

年
生
の
八
人
に
は
、
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
一

つ
の
野
球
部
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

野
球
で
得
ら
れ
る
も
の
は
、
体
力
や
技
術
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
協
力
し
て
勝
利
を
目

指
そ
う
と
す
る
心
や
最
後
ま
で
諦
め
な
い
強
い
精
神
力

な
ど
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

先
輩
・
後
輩
と
も
に
お
互
い
を
高
め
合
え
る
よ
い
関

係
を
築
い
て
い
ま
す
。
仲
良
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
部
活

な
の
で
是
非
実
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

待
っ
て
い
ま
す
！ 

 先
輩
方
へ 

先
輩
の
方
々
に
は
、
野
球
の
技
術
だ
け
で
な
く
精

神
面
な
ど
で
も
様
々
な
事
を
教
え
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

野
球
の
プ
レ
ー
の
中
か
ら
は
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
積
極
的
に
声
を
出
す
姿
、
プ
レ
ー
以
外
で
は
、
自

分
の
道
具
の
手
入
れ
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
な
ど
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
、
初
心
者
で
何
も
分
か
ら
な
い
私
達
に
優
し

く
丁
寧
に
教
え
、
引
っ
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で

楽
し
く
、
真
剣
に
野
球
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、
日
々
の
練
習
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
達
野
球
部
一
同
は
、
先
輩
方
の
高
校
で
の
活
躍

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
会
実
績 

 

令
和
元
年
度 

 

・愛
犬
カ
ッ
プ 

準
優
勝 

 
 
 
 

河
瀬
中 

４
ー
３ 

秦
荘
中 

 
 
 
 

河
瀬
中 

９
―
５ 

多
賀
中 

軟
式
野
球
部 
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＊
活
動
場
所 

 
晴
れ 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 
         

雨 
 

校
舎
内 

駐
輪
場 

 

＊
活
動
日
時 

 

平
日
…
月
・火
・水
・金
の
放
課
後 

休
日
…
土
曜
日
の
午
前
中 

 

＊
活
動
内
容 

 

私
た
ち
河
瀬
中
学
校
陸
上
競
技
部
で
は
、
「
県
の
ト

ッ
プ
で
戦
え
る
チ
ー
ム
」を
目
指
し
て
日
々
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
不
得
意
な
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
見
つ

け
、
顧
問
の
先
生
や
部
員
た
ち
ど
う
し
で
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
彦
根
市
の
合
同
練
習
会
に
参
加
し
て
、

ほ
か
の
中
学
校
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
か
ら
刺
激
を
も
ら
っ
た

り
、
荒
神
山
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
き
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
河
瀬
陸
上
競
技
部
で
は
、
日
々
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
間
近
で
高
校
生
の
方
々
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
練

習
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
荒
神
山
で
緑
の
自
然
に
囲
ま

れ
な
が
ら
の
練
習
な
ど
河
瀬
中
学
校
の
陸
上
部
で
し
か

で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
仲
間

の
み
ん
な
と
困
難
を
乗
り
越
え
た
り
、
大
会
の
と
き
、

全
力
で
応
援
を
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
「絆
」を

強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
河
瀬
中
学
校
の
陸
上
部

は
先
輩
後
輩
関
係
な
く
と
て
も
楽
し
く
練
習
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
力
に
よ
っ
て
結
果
が
決
ま
っ
て
し
ま

う
厳
し
い
世
界
で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
と
き
の

達
成
感
は
ほ
か
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

＊
先
輩
方
へ 

 

今
ま
で
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
雰
囲
気
や
、
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
、
相
談
に
乗
っ
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
今
の
河
瀬
陸
上
部
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
が
も
っ
と
強
く
、
魅
力
的
な
部
活

動
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
か
ら
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
胸
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
！
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。 

   

＊
部
員
紹
介 

二
年 

 

男
子
…
９
人 

 
 
 
 
 

女
子
…
５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
年 

男
子
…
７
人 

女
子
…
３
人 

 

計
２４
人 

 

＊
活
動
実
績 

  

谷
口
遥
香 

 
 

夏
季
・秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

村
上
紗
亜
羅 

 

夏
季
・秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

茂
篭
叶
有 

 
 

夏
季
・秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

芦
田
結
羽 

 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

清
永
真
矢 

 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

湊
遥
太 

 
 
 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

安
田
奏  

 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

巨
椋
佳
那 

 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

森
祐
人 

 
 
 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

江
口
陽
翔 

 
 
 

夏
季
総
合
大
会
出
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通
信
陸
上
参
加
標
準
記
録
突
破 

 

男
女
リ
レ
ー 

 
 

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場 

  

中
学
陸
上
競
技
部 
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☆
活
動
日
時
・・・平
日
（水
曜
な
し
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休
日
（不
定
期
） 

 

☆
活
動
場
所
・・・体
育
館 

 

☆
活
動
内
容
・・・ 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
現
在
１
年
生
２
名
、
２
年

生
７
名
の
計
９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
平
日
は

授
業
後
、
休
日
は
半
日
の
練
習
で
練
習
試
合
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
を
目
標
に
、
サ
ー

ブ
・レ
シ
ー
ブ
・ス
パ
イ
ク
な
ど
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
高
校
に
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
あ
り
、
高
校
生

の
先
輩
方
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中

高
一
貫
校
な
ら
で
は
の
特
色
で
、
と
て
も
楽
し
く
活
動

で
き
ま
す
。 

 

☆
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
河
瀬
中
学
校
へ
よ

う
こ
そ
。
皆
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ど
の
よ
う
な
印

象
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
痛
い
、
難
し
い
な
ど
の
よ
う
な

印
象
を
も
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
毎
日
練
習
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
慣
れ
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
が
一
か
ら
教
え
る
の
で
心
配
い
り
ま
せ
ん
。 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
、
中
学
校
か

ら
バ
レ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
バ
レ
ー
を
し
た
こ

と
が
な
い
人
で
も
大
歓
迎
で
す
！
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一

緒
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
！
体
育
館
で
待
っ

て
い
ま
す
。 

 

☆
先
輩
方
へ 

 

短
い
期
間
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
は
、
い
つ

も
私
た
ち
後
輩
に
優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
先
輩
方
は
、
い
つ
で
も
私
た
ち
の
味
方
で
い
て
く

だ
さ
っ
て
、
感
謝
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
生
活
面
で
も
学
ぶ
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
か
け
て
く
だ

さ
る
言
葉
に
、
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
仲

間
と
一
緒
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
て
、
今
ま
で
ど
れ
だ
け

頼
っ
て
い
た
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

先
輩
方
の
よ
う
に
、
後
輩
に
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

高
校
生
に
な
っ
て
も
、
先
輩
方
ら
し
く
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
先
輩
方
の
笑
顔
に
は
、
い
つ
も
元
気
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
先
輩
方
な
ら
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
て
い
け

る
と
思
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の

先
輩
方
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 ☆

活
動
成
績 

春
季
総
合
体
育
大
会 

五
個
荘
中 

 

０
対
２ 

夏
季
総
合
体
育
大
会 

彦
根
中 

 
 
 

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
枝
中 

 
 

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彦
根
東
中 

 

０
対
２ 

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
強
化
練
習
会 

 
 

１
０
位
中
５
位 

秋
季
総
合
体
育
大
会 

愛
知
中
・甲
良
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
対
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秦
荘
中
・多
賀
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
対
２ 

  
 

中
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 
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《活
動
内
容
》 

☆
活
動
日
・・・月
、
火
、
水
、
金
、
土
（大
会
前
は
追
加

練
習
あ
り
） 

☆
主
な
活
動
・・・私
た
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、 

現
在
二
年
生
一
名
、
一
年
生
七
名
の
計
八
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。 

 

平
日
は
、
体
育
館
で
基
礎
練
習
や
実
践
練
習
を
行
い
、 

休
日
は
練
習
試
合
や
実
践
練
習
を
行
い
ま
す
。 

  

私
た
ち
は
、
「お
か
げ
さ
ん
」と
い
う
言
葉
を
い
つ
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
練
習
や
試
合
が
で
き
る
ご
と
に
、 

お
か
げ
さ
ん
。
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
顧
問

の
先
生
方
に
、
お
か
げ
さ
ん
を
感
じ
な
が
ら
部
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
私
た
ち
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
と
き

に
限
ら
ず
、
社
会
に
出
て
も
か
ら
も
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
、
あ
き
ら
め
な
い
心
を
持
ち
な
が
ら
練
習
し
、
強

い
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。 

  

《新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ》 

 

河
瀬
中
学
校
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
現
在
人
数
が
少
な
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
バ
ス
ケ
部
に
入
っ
て
楽
し
く
バ
ス
ケ
を
し
ま
し

ょ
う
。
部
活
内
で
の
取
り
組
み
も
多
い
の
で
、
す
ぐ
に
と

て
も
仲
良
く
な
れ
ま
す
。 

楽
し
く
一
生
懸
命
練
習
し
て
、
勝
つ
喜
び
を
み
な
さ

ん
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。 

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ

う
！ 

《先
輩
方
へ》 

 

先
輩
方
に
は
、
二
年
間
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
プ
レ
ー
面
で
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
面
な
ど
で
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
部
活
以
外
の
と
き
で
も
た
く
さ
ん
話
せ
た

り
、
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
先
輩
方
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
の
よ
う
な
か
っ
こ
い
い
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。 

新
チ
ー
ム
に
な
り
上
級
生
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ

て
い
く
存
在
に
な
り
、
改
め
て
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

バ
ス
ケ
部
一
同
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

廊
下
で
あ
っ
た
と
き
に
は
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
！ 

 

《活
動
成
績
》 

秋
季
総
体 

☆
河
瀬 

４０ 

対 

１２ 

甲
良 

★
河
瀬 

１４ 

対 

１００ 

稲
枝 

  
 

中
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 



- 51 - 

 

 

《 

活
動
内
容 
》 


 

活
動
日
時.

…
平
日(

主
に
火
、
木
曜
日) 


 

活
動
場
所
…
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室 

 
 
 
 
 
 
 
 

選
択
Ｄ
教
室 

  

《 

活
動
紹
介 

》 

 

私
た
ち
中
学
生
徒
会
執
行
部
は
、
「各
委
員
会
や
中

学
全
校
生
徒
と
協
力
し
た
、
学
校
作
り
を
目
指
し
て
」

を
活
動
方
針
と
し
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
前
期
は

主
に
生
徒
総
会
と
学
園
祭
の
運
営
、
後
期
は
ポ
ス
ト
Ｋ

Ａ
Ｆ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
と
プ
ル
ト
ッ
プ
・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
回
収
等
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年

は
、
一
年
間
を
通
し
て
目
安
箱
の
設
置
、
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
目
安
箱
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
意
見
を
聞
き
、

学
校
生
活
を
過
ご
し
や
す
い
も
の
へと
変
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
挨
拶
運
動
を
行
い
、
学
校
が
明

る
い
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

《 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

》 

新
中
学
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

中
学
生
徒
会
執
行
部
で
は
、
様
々
な
行
事
の
企
画
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
行
事
が
終
わ
る
と
す
ぐ

に
次
の
行
事
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
な
ど
、
二
つ
の
行

事
の
準
備
を
同
時
に
行
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
忙
し

く
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
普
段
の
学
校

生
活
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
ま
た
今
ま

で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
、
よ
り
よ
い
河
瀬
中
学

校
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

 

《 

先
輩
方
へ 

》 

こ
れ
ま
で
、
活
動
の
仕
方
や
、
文
章
の
書
き
方
、
人
前

で
話
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
生
徒
会
執
行
部
と
し

て
必
要
な
ス
キ
ル
を
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
の
活
動
も
丁
寧
に
、
そ
し
て
、

一
生
懸
命
に
さ
れ
て
い
た
姿
は
私
た
ち
の
憧
れ
で
し
た
。 

 

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
て
、
私
た
ち
が
先
輩
方
の
よ
う

に
、
楽
し
く
活
動
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
不
安
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
よ
り
よ
い
河
瀬
中
学
校
を
つ
く
っ

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
、
失
敗
を
恐
れ
ず

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
こ

と
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
学
執

行
部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

《 

メ
ン
バ
ー
構
成 

》 

中
学
生
徒
会
長 

一
名 

中
学
副
生
徒
会
長 

二
名 

中
学
運
動
部
長 

一
名 

中
学
文
化
部
長 

一
名 

二
年
生
常
任
委
員 

四
名 

一
年
生
常
任
委
員 

四
名 

  
 

中
学
生
徒
会
執
行
部 
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《活
動
内
容
》 

 

私
た
ち
生
徒
会
執
行
部
は
、
河
瀬
高
校
を
よ
り
良
い

学
校
に
す
る
た
め
、
学
校
行
事
の
企
画
・運
営
を
し
て
い

ま
す
。
総
務
班
・会
計
班
・文
化
祭
班
・体
育
祭
班
・軌

跡
班
・球
技
大
会
班
・な
ど
の
行
事
に
沿
っ
た
班
に
所
属

し
、
一
人
一
人
が
各
自
の
役
割
に
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
「荒
人
漈
」と
呼
ば
れ
る
本
校
の
学

園
祭
の
企
画
・
運
営
で
す
。
二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
、

七
月
か
ら
六
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
少
し
早
い
時
期
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
文
化
祭
で
は
初
め
て
の

試
み
で
文
化
プ
ラ
ザ
を
全
館
貸
し
き
り
、
三
つ
の
ホ
ー

ル
を
使
っ
て
１
日
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
他
校
に
な

い
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
月
に
一
度
、

校
門
付
近
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
、
生
徒
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
た
り
、
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
被
災

地
へ
の
支
援
金
を
集
め
る
募
金
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
力
を
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
会
執
行
部
は
、
行
事
の
前
後
の
期
間
は
忙
し
く

な
り
ま
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
、
将
来
に
生
か

す
こ
と
の
出
来
る
様
々
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
行
事
の
時
以
外
は
、
活
動
が
比
較
的
少
な
く

な
る
た
め
、
他
の
部
活
と
の
兼
部
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
日
々
全
力
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

《先
輩
方
へ》 

こ
の
度
、
ご
卒
業
さ
れ
る
三
年
生
の
先
輩
方
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
今
ま
で
先
輩
方
に
何
度
も
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
生
徒
会
活
動
の
い
ろ
は
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
私
た
ち
に
、
手
取
り
足
取
り
ご
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
輩
の
お
か
げ

で
、
私
た
ち
は
数
々
の
学
校
行
事
や
校
外
で
の
活
動
な

ど
を
、
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
経
験
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
で
き
、
先
輩
方
の
引
退
後
も
、
多
く
の
行

事
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
先
輩
方
が
引
退
さ
れ
て
か
ら
は
、
新
体
制
と

な
り
、
う
ま
く
や
れ
る
か
不
安
で
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、

先
輩
方
の
言
葉
を
ひ
と
つ
ず
つ
思
い
出
し
て
、
不
安
を
自

信
に
変
え
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

日
々
研
鑽
を
積
み
重
ね
る
私
た
ち
の
成
長
に
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
先
輩
方
が
残
し
て
こ
ら
れ
た

伝
統
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
を
胸
に
、
生

徒
会
は
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
き
ま
す
。 

 

お
時
間
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。
生
徒
会
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 

先
輩
方
の
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 皆

さ
ん
は
、
ど
ん
な
想
い
で
河
瀬
高
校
の
校
門
を
通

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
？
緊
張
や
不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

だ
と
思
い
ま
す
。 

河
瀬
高
校
は
、
個
性
的
で
た
く
さ
ん
の
趣
味
を
持
っ

て
い
る
生
徒
が
多
い
の
で
、
き
っ
と
皆
さ
ん
も
す
ぐ
に
河

瀬
高
校
に
馴
染
め
ま
す
！
！ 

そ
ん
な
中
、
よ
り
よ
い
学
校
に
す
る
た
め
に
日
々
動

い
て
い
る
の
が
生
徒
会
執
行
部
で
す
。
執
行
部
で
は
、
他

で
は
体
験
で
き
な
い
事
が
出
来
ま
す
！
興
味
が
あ
る
方

や
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
行
動
的
に
変
え
た
い
方
は
、
是

非
一
度
体
験
入
部
に
い
ら
し
て
下
さ
い
！
皆
さ
ん
の
今

後
の
高
校
生
活
を
私
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ

う
！ 

《部
員
数
》 

高
校
一
年
生
…
16
名 

高
校
二
年
生
…
12
名 

高
校
三
年
生
…
11
名 

高
校
生
徒
会
執
行
部 
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荒人漈 2019 

      「～New Kawase World～ 

燃えろ、激動の令和対戦」 

 

１団：紫 (高校 3-1，高校 2-6，高校 1-5，中学 2-2) 

「MAGIC」 

２団：緑 (高校 3-2，高校 2-5，高校 1-4，中学 1-1) 

「Jungle wars」 

３団：桃 (高校 3-3，高校 2-1，高校 1-6，中学 1-2) 

「Heart of Happiness」 

４団：青 (高校 3-4，高校 2-2，高校 1-2，中学 3-1) 

「Sea World」 

5 団：黄 (高校 3-5，高校 2-4，高校 1-1，中学 2-1) 

「疾風迅雷」 

６団：赤 (高校 3-6，高校 2-3，高校 1-3，中学 3-2) 

「紅我闘魂」 

2019 荒神漈 各団テーマ 
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文化祭 2019 

 

  中学合唱部門(中１・中２対象) 

最優秀賞：中 2 年 1 組 

 優秀賞：中 2 年 2 組 

 

  高校 2 年演劇部門 

１位：2 年 2 組「adversity」 

２位：2 年 1 組「MoMo 太郎」 

３位：2 年 6 組「おとぎ話クエスト」 

  

2018 荒神漈 各団のテーマ 2019 荒神漈 結果報告 

2018 荒神漈 結果報告 
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文化祭 2019 

   

  中高ミュージックパフォーマンス部門（高 1・中 3 対象）  

1 位：中学 3 年「beyond era～音楽とともに」 

2 位：1 年 3 組「ぼくらは新世界で旅をする」 

2 位：1 年 5 組「MAGIC SHOW！」 

高校 3 年模擬店部門 

１位：３年 1組 (ほっともっと) 

「開けてびっくりマジカルボックス」 

２位：３年 4組 (ユトリ珈琲)   

「海の底マーメイドカフェ」 

３位：３年 2組 (平和堂)       

「サバンナ～河瀬高校の人聞こえますか!?～」 
  

2019 荒神漈 結果報告 
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体育祭 2019 

  体育祭総合順位 

１位：２団：緑 (高校 3-2，高校 2-5，高校 1-4，中学 1-1) 

２位：１団：紫 (高校 3-1，高校 2-6，高校 1-5，中学 2-2) 

３位：３団：桃 (高校 3-3，高校 2-1，高校 1-6，中学 1-2) 

        ４団：青 (高校 3-4, 高校 2-2, 高校１-2, 中学３-1) 

  荒人漈総合順位 

 １位：１団：紫 (高校 3-1，高校 2-6，高校 1-5，中学 2-2) 

 ２位：２団：緑 (高校 3-2，高校 2-5，高校 1-4，中学 1-1) 

 ３位：４団：青 (高校 3-4，高校 2-2，高校 1-2，中学 3-1) 

 

 
  

2019 荒神漈 結果報告 
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「仲
間
と
一
丸
に
な
っ
て
」 

 
 

今
年
度
の
軌
跡
は
い
か
が
で
し
た
か
。
今
年
も
寒
い

中
、
各
部
長
、
軌
跡
班
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の

ご
協
力
の
も
と
、
無
事
に
軌
跡
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

二
○
一
九
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
数
あ
る
学
校

行
事
の
な
か
で
も
、
私
は
特
に
、
荒
人
漈
で
の
思
い
出
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
執
行
部
と
し
て
、
学
園

祭
を
運
営
す
る
立
場
に
い
た
私
は
、
学
園
祭
の
準
備
に

苦
労
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
の
活
気
あ
ふ

れ
る
会
場
の
様
子
を
み
る
と
、
苦
労
の
甲
斐
が
あ
っ
た

と
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

学
生
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
何
か
を
成
し
遂
げ
る

時
に
は
全
体
で
協
力
す
る
こ
と
、
仲
間
の
気
持
ち
を
考

え
て
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
を
今
年
の

学
園
祭
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
、
勉
強
だ
け
で
な
く
人

間
性
を
磨
く
こ
と
も
学
校
で
学
べ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。 

人
間
性
は
学
校
行
事
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
部
活
動

を
通
し
て
も
学
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
軌

跡
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
多
く
の
部
活
で
た

く
さ
ん
の
功
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
は
、

部
員
ら
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
賞
を
掴
み
取
っ
た
背
景
が
あ

り
ま
す
。 

 
 

こ
の
先
も
、
集
団
で
乗
り
越
え
る
べ
き
壁
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
互
い
の
こ
と
を
考
え
、
一
丸
と
な
っ
て

進
ん
で
い
く
こ
と
を
忘
れ
ず
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

高
校
生
徒
会
執
行
部
軌
跡
班
長 

横
田 

翔 

 

「一
年
を
振
り
返
っ
て
」 

は
じ
め
に
、
今
年
度
の
軌
跡
の
作
成
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
各
部
長
の
部
長
皆
さ
ん
、
そ
し
て
先
生
方
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
今
年
度
の
軌
跡
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。
懐
か
し
い
想
い
を
抱

か
れ
た
方
や
、
本
校
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

私
も
、
軌
跡
の
作
成
・
編
集
に
関
わ
る
立
場
と
し
て
微

力
な
が
ら
力
を
尽
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
編
集

す
る
中
で
、
軌
跡
を
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
部
の
部
長
さ
ん
達
も
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
遅
く

ま
で
作
成
し
て
お
ら
れ
、
作
成
内
容
か
ら
は
、
自
分
達

の
部
活
動
に
愛
着
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
事
で
す
が
、
春
に
入
学
し
高
校
生
徒
会
執
行
部
に

入
部
し
て
早
く
も
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
河

瀬
高
校
と
い
う
新
た
な
環
境
で
、
数
多
く
の
先
輩
方
や
、

先
生
方
の
支
え
を
受
け
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
自
分
の
未
熟
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

自
分
を
伸
ば
す
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
は
一
番
の
成
果
で
す
。 

最
近
、
私
が
感
銘
を
受
け
た
言
葉
に
、
「
自
ら
を
価

値
な
し
と
思
っ
て
い
る
者
こ
そ
が
、
真
に
価
値
無
き
人
間

な
の
だ
。
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
最
近
自
分
の
こ
と
を

卑
下
す
る
癖
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
自
分
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
自
分
を
卑
下
す
る
こ

と
を
止
め
、
少
し
で
も
前
を
向
い
て
生
き
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
軌
跡
の
作
成
お
よ
び
、
閲
覧
し
て
く
だ
さ

る
方
に
感
謝
し
、
今
後
も
さ
ら
に
よ
い
「軌
跡
」が
残
し

て
い
け
る
よ
う
、
私
達
も
頑
張
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

高
校
生
徒
会
執
行
部
軌
跡
班 

北
山 

柚
樹 

 

本
年
度
の
軌
跡
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全
校

生
徒
の
皆
様
、
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
し
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

生
徒
会
執
行
部
軌
跡
班
一
同 

 

編
集
後
記 


